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  前書き


  この書籍シリーズを出版する目的の一つは、キリストの純粋な福音を広めることです。アメリカは、私たちの父祖たちの信仰から人々の心や思いを逸らすことを目的とした文献で溢れています。今日流行している読み物の多くは、皮相的であるか、不信仰であるか、誤謬であって人々を誤導するものです。このシリーズの書物が選ばれたのは、それらがイエス・キリストを人類を十分に救うことのできる救い主として明快に示しているからです。安価ではあるものの魅力的な形で、偉大な説教者や教師たちの書物の精髄が一般の人々に提供されています。これらの書物によってだれも金銭的利益は受けませんが、霊的祝福が読者に及ぶでしょう。そして、こうして神と同胞に仕えることで、出版人たちは満足します。福音的クリスチャンは、「これらの書物の一言一言は、聖書の完全性、キリストの身代わりの贖い、キリストの再来という世界の唯一の希望の真実性を鳴り響かせるものである」との確信をもって、これらのメッセージを広める助けを至る所ですることができます。


  



  クリスチャン・アライアンス出版社


  



  序文


  Ａ．Ｂ．シンプソン博士は、旺盛な活動の生涯を送る特権、そして、多くの経路を通してごくわずかな人しか享受できないほどの豊かさで奉仕する生涯を送る特権を授かりました。満四十年間、休息や余暇はほとんど一日もなく、彼は自分の霊的・精神的命の富を、無尽蔵と思われるほどの流れで注ぎ出しました。彼は大都会の教会の牧者であり、この教会は彼の指導の下で大いに栄えました。特別な奉仕や大会では、彼のメッセージが常に必要とされました。急速に成長しつつある宣教団体の総裁として、多くの異なる国々にある諸教会をすべて顧みる負担を、彼はもっぱら自分の精神と心に担いました。支援の保証や通常の支援要員無しに新しい動きを推進する際に持ち上がる財政上の諸問題は、それだけでも大仕事でした。彼はペンを走らせたので、出版局の印刷機は稼働し続けました。霊的な教えに関する約八十冊の本が、一般読者の用に供されました。無数のトラクトや一時的な小冊子の他に、少なくとも二千の彼の説教が出版されました。彼は百以上の詩歌を作曲し、その多くは広く出回っていますが、必ずしも作者が明らかにされているわけではありません。彼は多くの義務を抱えてたいへんでしたが、彼のメッセージは常に説教術の完成型といえるものであり、彼の本同様、入念な準備の跡がうかがわれるものでした。


  この素晴らしく有用な務めの秘訣は何だったのでしょう？彼は並々ならぬ才能に恵まれており、早々と完全に準備を済ませていたことはわかりますが、他方、次のこともはっきりさせなければなりません。すなわち、注ぎ出された命のこのような絶え間ない流れを説明しうる唯一の理由は、彼が神を秘密の泉として認識していたことなのです。シンプソン博士は、「わたしが与える水は、その人の内で、永遠の命へと湧き上がる水の泉になります」という約束の効能を見事に描写しました。自分自身の経験により、彼はキリストの命の現実性を描写したのです。このキリストの命を、彼はこの書物で実に魅力的に示しています。


  福音の奉仕者に任命されて五十年目に、彼は最初の赴任地であるオンタリオ州のハミルトンに戻って、特別集会に出席しました。そこで彼は次のような証しをしました。


  「五十年前、あなたたちに話をしているこの私は、今晩、この聖なる場所で任命を受けました。私は二十一歳の若い野心的な牧者であり、謙らせる神の諸々の学課をまだ学んでいませんでした。この学課を私たちが自ら進んで学ぶようになるやいなや、神は真実な愛により、喜んで私たちにこの学課を教えてくださいます。私は自分が受けた光に対して誠実であり、熱心でした。しかし、ハミルトンで九年間活発に奉仕した後ですら、私は霊の命と力に関するさらに深い学課を学んでいませんでした。この学課を神が喜んで私に開いてくださったのは、神が私をこの場所から移された時でした。イザヤ書の中に素晴らしい節があります。その節が私たちに告げるところによると、御霊が高き所から注がれる時、荒野は沃野になり、沃野は森になります。この経験が私に臨んだ時、大いに実を結んでいた以前の奉仕の野は、突如として、不毛で干からびたものに映るようになりました。そして、真の奉仕はまだほとんど始まっていないように感じたのです。


  私は言いようのない感謝をもって、あの孤独な悲しい夜のことを思い返します。その夜、多くのことで過ちを犯し、あらゆる点で不完全だった私は、夜が明ける前に、それがまさしく文字どおりの死を意味するとは知らず、心を完全にささげたのです。その時、主が私の中に入ってこられました。主は、パトモス島のヨハネに現れた時のように、私にとって現実的な方でした。全く明け渡して私が最初に発した言葉は次の言葉でした。


  
    『イエスよ、私は自分の十字架を負い、


    　すべてを捨ててあなたに従います。


    　貧しく、軽蔑され、見捨てられますが、


    　今より後、あなたが私のすべてです。』
  


  これに続く安息日の朝、私はこの詩を公表して、真心をこめて歌いました。その時ほど、このように大きな喜びの感動を、おそらく、私は経験したことがありませんでした。もし神がご自身の住まいと栄光のために、私の生涯をささやかな宮とすることをよしとされたのだとすると、また、もし神が私をこれまで少しでも豊かに用いてくださったのだとすると、それはあの時のおかげです。そしてこれからも依然として、聖別され、十字架につけられ、キリストにささげられた生涯という、あの時に確立された原点に応じて、神は私を用いてくださるでしょう。」


  シンプソン博士の多くの詩歌の中でも、本書の冒頭にある「ただイエスのみ」という題名の詩歌が、おそらく彼の証しをすべて最もよく代表しています。彼はキリストをあがめるために生きました。彼の大望は、十字架につけられて復活した人の命を通して愛と御力を表す全き機会を主に得ていただくことでした。


  この小著はこれまで多くの人々に、勝利と有用性に導く聖書的道を示してきました。そして今、本書を通してさらに多くの人が「キリスト生活」の享受の中に入られるよう願いつつ、本書をさらに広く頒布することにいたします。


  



  ウォルター・Ｍ・ターンブル


  



  「ただイエスのみ」


  ただイエスのみが私たちのメッセージ、
 　イエスだけが私たちの主題。
 私たちはイエスを永遠に高く上げ、
 　ただイエスのみを見る。

 ただイエスのみが私たちの救い主、
 　私たちのすべての咎をイエスは担われた。
 イエスは私たちに義を与えてくださり、
 　日々力を与えてくださる。

 ただイエスのみが私たちを聖別する方、
 　私たちを自己と罪から清めてくださる。
 その御霊の全き豊かさをもって、
 　内側で私たちの心を全く満たしてくださる。

 ただイエスのみが私たちの癒し主、
 　私たちの病をすべて彼は担われた。
 彼の復活の命と豊かさに、
 　彼の肢体たちはみなあずかる。

 ただイエスのみが私たちの力、
 　ペンテコステの賜物はイエスのもの。
 イエスよ、あなたの力を私たちの上に吹きかけてください、
 　私たちを聖霊で満たしてください。

 イエスを私たちは待ち望む、
 　来臨の呼び声に耳を澄ましつつ。
 しかしなおもただイエスのみ、
 　イエスは永遠にすべてのすべて。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第一章 いのちなるキリスト


  
    このいのちが現れました。私たちはそれを見たので、あなたたちにこの永遠のいのちを伝えます。この永遠のいのちは、御父と共にあって、私たちに現されました。（ヨハネ第一の手紙一章二節）


    この方こそまことの神であり、永遠のいのちです。（ヨハネ第一の手紙五章二〇節）
  


  この「いのち」という意義深い言葉は、新約聖書の中で最も深遠な二冊の書、ヨハネによる福音書とヨハネの手紙の基調をなしています。他の書物は真理、人格、義について告げますが、これらの書はいのちについて告げます。他の書物は、何をなし、どうあるべきかを告げますが、これらの書は、そうなる秘訣と、それをなす秘訣を教えます。自然界の神秘はいのちです。人が知恵と力を尽くしても届かないものはいのちです。科学はものの原理を示し、自然界の力を再構成することすらできます。しかし、ただ神だけが、万物に自発的運動を生じさせ、それにいのちを与える、この不思議で精妙な拍動を与えることができます。


  山上の垂訓は、理想的な生活がどうあるべきかについて告げますが、ヨハネによる福音書は、どうすればその理想の生活が現実になるのかについて告げます。それは、いのちが始まる神秘的な新生の秘密から始まり、来たるべき時代の最高度に発達した聖化・栄化されたいのちにまで及びます。ヨハネの手紙はさらに詳しく、神聖ないのちの源と発達と流出について示します。五つの連続的な段階により、それを追うことにしましょう。


  １．キリストは永遠のいのち――惑星が回転し、昆虫が羽音をたて、天使が歌うよりも前に、キリストは永遠のいのちでした。先述の御言葉の原文は、改訂訳よりも強調的であり、文字どおりにはこう訳されます。「私たちはあなたたちにこのいのち、永遠の命を示します。それは御父と共にありました。そして、私たちに現されました」。二番目の御言葉はこの同じ思想をさらに詳しく表明します。「この方こそまことの神であり、永遠のいのちです」。イエスはいのちであり、あらゆるいのちは彼に由来します。自然界のいのちは、彼の創造的な力の流出です。精神や思想や知性のいのちは、彼の無限の心から放射されたものにほかなりません。巨大な天体から極微の粒子に至るまで、宇宙を動かす力は彼ご自身のいのちです。なぜなら、「万物は彼にあって成り立って」おり、「私たちは、彼の中に生き、動き、存在している」からです。復活節のゆりの花の色彩、ヒヤシンスの香り、植物界の豊かないのちは、すべて彼に由来します。


  新生した人はみな、彼のいのちから生まれました。どの時代、どの土地の教会も、彼のいのちと力の新創造です。どの聖徒のいのちも、生けるかしらのいのちによって常に支えられています。彼のいのちは永遠のいのちであり、彼の中には決して涸れないいのちの泉、尽きせぬ豊かさがあります。これを知るのは実に素晴らしいことです。この「永遠」という言葉は、始まりも終わりもない存在という観念を伝えるだけでなく、より高度ないのちの領域に私たちを引き上げます。それは、目に見える一時的なものよりも、もっと高い水準に属するいのちです。その範囲は無限であり、その長さは果てしなく、無限の豊かさと輝かしい十全性をたたえた計り知れない大海原のようです。


  光り輝く永遠のいのちの中で私たちの前に立ち、「わたしは生きている者である。わたしは死んだことがあるが、見よ、いつまでも生きている」と仰せられるいのちの君、生ける方、神の栄光の御子をあがめましょう。


  ２．現されたいのち――「このいのちが現れました」。この御言葉は、主イエスの受肉と地上生涯全般の物語を含みます。これはまた、ヨハネが福音書と手紙の中で頻繁に用いている「いのちの言葉（the word of life）」という語句の意味をも網羅します。この語句は、原文では「そのいのちの言葉（the word of the life）」となっています。ちょうど、言葉が人の思想の表現であるように、彼は私たちに対する神の御思いと御旨の表現であり、すでに存在していたけれども啓示されずにいた事柄の現れです。神は、書き記された言葉だけを私たちに与えるのではなく、生ける方を送ってくださいました。そして、その実際の詳細に及ぶ地上生活により、神の性格と人類に対する神の愛の御旨を示してくださいました。


  福音を生きる


  次の物語は、宣教士に関する有名な物語です。彼は数年間コンゴの原住民に宣べ伝えましたが、彼らを認罪に導くことができませんでした。ついに彼は、山上の垂訓の学びの課程を途中でやめて、アフリカ人たちに向かって「私はこの章をあなたたちの間で実践することにする」と宣言しました。その日が終わらぬうちに、原住民たちは彼に家財道具をすべて要求しました。これにより、その宣言を実行する機会がふんだんに与えられることになりました。彼はおとなしく、「求める者には与え、借りようとする者を断らないようにしなさい」という教えに従いました。夕暮れになって、家財道具をはぎ取られ、飢えが目前に迫ってきたため、宣教士の妻は狼狽しました。しかし、それはドラマの第一幕にすぎなかったのです。夜が明けぬうちに、黒人たちは自分たちが目撃した奇妙な実例について考え始めました。彼らは言いました、「この人は商人のようではない。彼は我々に何も求めなかった。それどころか、我々に持ち物を全部くれた。彼は神の人にちがいない。我々は彼の取り扱いに気をつけた方がよさそうだ」。そこで、その翌日、前日とは正反対の光景が見られました。すべての物が複利付きで返されてきたのです。これが第二幕でした。第三幕は、一大リバイバルでした。千名もの人々が回心して、コンゴにある教会の最大の組織になったのです。「このいのちが現れました」。そして、人々はそれを見ました。それは、どんな言葉にもまさる力強い実物教育でした。


  そのように、キリストは生活の中で御父のメッセージと福音の意味を現されました。彼の地上生活は、神が真の人間生活に期待しておられるものをすべて備えた完全な模範でした。人類史上初めて、御父は「これはわたしの心にかなう者である」と言える人をご覧になりました。キリストの人間生活は、私たちが維持すべき地上の関係のあらゆる面に及びます。そのいのちは、典型的な人生経験の細部全般にわたって、あらゆる色彩と陰影を帯びて現されました。そのため、「イエスならどうされるだろうか？」という単純な合い言葉を適用できない状況は一つもありません。彼の死に関する偉大な教えに熱中するあまり、彼の生活の価値を見くびったり、神の啓示としての、そして人間性の理想としての、彼の完全な模範の重要性を軽視してはなりません。


  血は命である


  ３．十字架につけられたいのち――私たちはキリストの生活を過小評価するべきではありませんが、他方、彼の死の意義はどんなに高く評価しても評価しきれません。


  教師たちのある学派は、キリスト教社会主義や、キリストの模範を社会的・世俗的問題全般に適用することについて多く語ります。しかし、この人々はカルバリの手前で止まってしまいます。彼らは、聖書全体の鍵であり、すべてのクリスチャンの希望と経験の鍵である、あの偉大な出来事を無視します。そのため、霊的に深いこの手紙においてさえ、私たちは「血」というこの表現にすぐにでくわします。この表現は、聖い畏れとやさしさのこもった警告をもって、私たちに立ち止まるよう命じます。ヨハネは手紙を書き始めるやいなや、二色の濃深色――黒い罪のしみとキリストの尊い血――で全編を彩ります。「御子イエス・キリストの血がすべての罪から私たちを清めます」（ヨハネ第一の手紙一章七節）。これこそ、復活節と復活、カルバリの十字架、イエス・キリストの死の背後にある偉大な事実です。彼は犠牲を払って自己を明け渡し、神聖で人間的な麗しいいのちを捨てられましたが、これは私たちにどのように死ぬのかを教える従順と服従の模範であるだけでなく、咎のための贖い、人々の罪に対する神の義を満足させるものでもあります。ヨハネは、イエスの霊といのちに対する深い洞察力によって、キリストの血が持つ贖罪の意義を他の弟子たちにまさって認識しました。「見よ、神の小羊」という言葉が、彼の美しい福音書全体に基調として鳴り響いているようです。「イエス・キリストの血」が彼の手紙の背景です。「私たちを愛して、ご自身の血により私たちを罪から洗ってくださった方に」が、荘厳な黙示録の中で繰り返し歌われる贖いの歌の基調です。イエス・キリストの血が意味するのはまさに、無限の価値を持つそのいのちを、彼は私たちの失われた命の身代わり、贖いの代価として与えてくださったということです。


  キリストと共に死ぬこと


  さて、主の受難を感傷的な方法で味わい、彼の恥と苦難に同情して泣くだけでは十分ではありません。私たちは人の悲痛な悲話を聞いて泣くかもしれませんし、感動的な雄弁の魔力によって泣くかもしれません。しかし、それでもなお、キリストの血の力を知らないかもしれないのです。キリストの死はある偉大な潜在的事実を表しています。そして、この事実を信じて彼との協力関係の中に入り、個人的に「彼の苦難の交わり」にあずからないかぎり、キリストの死は私たちにとって何の価値もありません。キリストの死は私にとってまさに次のことを意味します。すなわち、キリストが死なれた時、私も死んだのです。そして、神の目から見て、私は今や自分の罪のために処刑された者のように見えるだけでなく、キリストと共によみがえって以前の罪から義とされている者のように見えるのです。なぜなら、「死んだ者は罪から解放されました」とあるように、私は自分の罪のために処刑されたからです。それだけでなく、キリストの死は聖化の秘訣でもあります。なぜなら、あのカルバリの十字架上で、私――罪深い自己――は死に渡されたからです。また、私が十字架上の主に自分を渡して、「自分は死んだ」と認めた時、キリストの復活のいのちが私の内に入って、生きているのはもはや私のもがきや、善や、悪ではなく、私の主になられたからです。それゆえ、キリストの内にとどまっているかぎり、私はキリストと同一視され、キリストが歩まれたように歩むことができます。


  愛する方々よ、あなたはキリストの死の中に入って、それを自分のものにされたでしょうか？そしてそれを通して、今あなたは「彼の復活の力」によって神に対して生きているでしょうか？


  ４．復活したいのち――十字架に至らずに止まることが間違いであるように、十字架で止まることも間違いです。私たちの神学の中からキリストの死を削除することが間違いであるように、死せるキリストしか持たないことも間違いです。キリストの死は彼の復活のための背景にすぎません。手放されたいのちは再び取り戻されて、今彼は「わたしは死んだが生きている者である」と言って、私たちの前に立たれます。救い主は今も十字架にかかっているわけではありません。主はかつて十字架にかかりましたが、もはや十字架上にはおられません。彼が横たわられた墓は今や開かれて、不朽のいのちへの門そのものになっています。ですから、この節は復活の主を大いに暗示しています。「私たちが手でさわったもの、すなわち、いのちの言葉について」という御言葉は、「わたしにさわって見なさい。霊には肉や骨はないが、あなたたちが見るとおり、わたしにはあります」と主が弟子たちの間に立って語られた朝を直ちに思い起こさせます。ヨハネが記したこのような言葉には、何かしら無量の感慨があります。それは、彼が主の胸によりかかり、主の復活の事実をまぎれもなく目撃し、主との親密な立場と愛の接触を再び求めたからでしょう。


  彼のいのちによって救われた


  そして、これは私たちの注意を、「キリストの血」という言葉が持つ、復活に関するいっそう広大深淵な意義に引きつけます。なぜなら、「血はいのち」であり、私たちをすべての罪から清めるのは彼の贖いの死だけではなく、彼の復活のいのちでもあるからです。私たちは彼の死によって救われるように、「彼のいのちによって救われます」。出エジプト記の昔の予表の一つに、次のようなものがあります。モーセは山のふもとで雄牛をほふり、その血を祭壇上に注ぎ、血の一部を鉢にとって民の上に注ぎました。それから、モーセはそれを持って山に登り、そこで神とまみえ、血のゆえに受け入れられました。この二番目の血の効力は、キリストの復活のいのち、一度捨てられた後再び取り戻されたいのちを示しているように思われます。ですから、私たちは感謝に満ちた愛をもって私たちの復活の主の勝利を祝い、いのちの君、生ける方を賛美します。主は今、死を征服した方として、また新しいいのちの所有者として生きておられます。主は、彼の死と復活にあって彼に結合されるすべての人に、この新しいいのちを与えてくださいます。


  ５．内住するいのち――このいのちは彼ご自身のためではなく、私たちのためです。死人の中からよみがえった彼は、今私たちのもとに来て、私たちの中で再び生きてくださいます。これこそ、ヨハネ第一の手紙の中に記されている聖化の秘訣であり、この手紙に関する難問をすべて解く鍵です。おそらく、新約聖書の中で、この手紙ほど聖潔の問題について多くの矛盾らしきものを抱えている書はないでしょう。たとえば、第一章では「もし自分に罪はないというなら、私たちは彼を偽り者としているのであって、彼の御言葉は私たちのうちにありません」（八節）と言っているのに、その少し後のところでは、「神から生まれた者はみな罪を犯しません。なぜなら、神の種がその人のうちにとどまっているからです。その人は神から生まれたので、罪を犯すことができません」と言っています。さて、これらの御言葉はどうすれば調和させられるのでしょう？それは全く簡単です。第一に、人間である「私たち」が罪を持っており、罪を犯したのは事実です。私たちの内には何の善もありません。私たちは自分を無価値で無力なものとして放棄しました。しかし他方、私たちは彼を自分のいのちとして受け入れました。彼のいのちには罪がありません。彼が私たちの内に植えられる種は、美しい球根や花――たとえ不潔な土地に植えられても、周囲の土壌によって汚されることなく、天使の翼のように清らかに成長する――のようにしみがありません。それは他の要素に属しており、それ自身の性質は元々本質的に純粋です。


  罪の無いいのち


  このすべての奥義を解く鍵は、この手紙の二つの節にあります。「彼のうちに住む者は罪を犯しません」（ヨハネ第一の手紙三章六節）。ここに聖潔の秘訣があります。私たちの聖潔ではなく、彼の聖潔です。ここでは私たちの完全さについては何も述べられていません。私たちが罪から守られるのは、私たちが彼にすがりついて、毎瞬彼からいのちを汲み出す時だけです。それは内住のいのちです。


  さらにこう記されています、「神から生まれた者はみな罪を犯しません。神から生まれた方が守ってくださるので、あの悪しき者は触れることができません」（ヨハネ第一の手紙五章十八節）。ここで再び、この同じ真理が別の言い方で表現されています。私たちの内に住んでおられる神のひとり子は、私たちを罪の力とサタンの攻撃から守ってくださいます。私たちはちょうど、一枚のガラスによって猛禽から隔てられている小さな昆虫のようです。悪魔がたびたび攻撃しても、「あの悪しき者は触れることができません」。


  これに関連した節がもう一箇所あります。「神の御子を持つ者はいのちを持ち、神の御子を持たない者はいのちを持ちません」。ここに主イエスご自身との結合があります。この結合は霊的生活の源です。ですから、使徒パウロが発見した「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」という秘訣は、主の胸に親密によりかかった弟子の秘訣でもありました。どうか神が、これを私たちの生活の秘訣にもしてくださいますように。そして、私たちの主イエス・キリストを通して、永遠のいのち、現されたいのち、十字架につけられたいのち、復活したいのち、内住するいのちの豊かさを私たちに完全に知らせてくださいますように。私たちの主イエス・キリストに栄光が世々かぎりなくありますように。アーメン。


  



  「主ご自身」（詩）


  かつては祝福を求めましたが、今は主を求めます。
 かつては感情に頼りましたが、今は御言葉に頼ります。
 かつては賜物を欲しましたが、今は与え主を欲します。
 かつては癒しを求めましたが、今は主ご自身だけを求めます。

 かつては苦痛に満ちた努力をしていましたが、今は完全に信頼しています。
 かつては救いに半分しかあずかっていませんでしたが、今は極みまでもあずかっています。
 かつては絶え間なく握っていましたが、今は主が私を堅く握っておられます。
 かつては漂ってばかりいましたが、今や錨をおろしています。

 かつてはせわしなく計画を立てていましたが、今は信頼に満ちた祈りをささげます。
 かつては不安げに世話していましたが、今は主が世話してくださいます。
 かつては自分の望みが第一でしたが、今はイエスの御言葉が第一です。
 かつては尋ねてばかりいましたが、今は絶え間なく賛美します。

 かつては働きは私のものでしたが、今からは主のものです。
 かつては主を用いようとしていましたが、今は主が私を用いられます。
 かつては力を欲しましたが、今は大能の方を欲します。
 かつては自分のために労しましたが、今は主だけのために労します。

 かつてはイエスを望みましたが、今や彼は私のものであることを知っています。
 かつては私の灯火は消えかけていましたが、今は明るく輝いています。
 かつては死を待ち望みましたが、今は主の来臨をあがめます。
 私の希望は幕の内側に錨を下ろしていて安泰です。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第二章 キリストご自身


  
    わたしの内に住んでいなさい、そうすればわたしもあなたたちの内に住みます。わたしなしでは、あなたたちは何もすることができないからです。（ヨハネによる福音書十五章五節）
  


  ある伝道者の話によると、中国人は名ばかりのクリスチャンと真の弟子を区別することを学んだそうです。ヨーロッパに住んでいる人はだれでもクリスチャンと呼ばれますが、彼らはこの名を持つ者たちを彼らの功罪によって見分けることを学びました。「もしこの酔っぱらいや、冒涜的な外人がクリスチャンなら、我々をキリスト教から救いだしてくれ」と言う理由が十分ある場合もしばしばです。しかし、彼らは真にイエスに従う者たちとただの名ばかりのクリスチャンの違いを見いだしました。彼らは前者をクリスチャンと呼ばずに「イエスの民」と呼びます。彼らはクリスチャンという表面的な名前を持つことと、真にキリストに似ることとの区別を教わったのです。


  これは、クリスチャン生活とキリスト生活の相違を示す例証として役立つでしょう。クリスチャン生活は、ある観念や原則を受け入れ、ある形式や儀式を遵守すること以上の何ものでもないかもしれません。キリスト生活は、魂と生けるキリストご自身との結合によって生じる、生き生きとした神聖な経験です。クリスチャン生活は、キリストを模倣し、彼の教えと戒めに従うことを真面目に試みる生活であるかもしれません。しかし、キリスト生活は、イエスご自身があなたの生活の中に受肉される生活です。キリスト生活は、キリストがあなたの内で彼の生活を再び営み、あなた自身の力では決して実現できなかった状態や行いを可能にするものです。


  人格


  この思想が示唆する第一の点は人格です。過去の歴史で私たちが最も評価するのは、事件の記録ではなく、人々の生き様です。国家を偉大ならしめるのは、壮観な景色や快適な気候ではなく、国家的特色を形成する人々です。英雄は、伝統、記録、詩、文学、芸術にまさります。私たちが個人生活で最も重んじるのは、家屋や土地、商売や財産、教養や進歩ではなく、友人や愛する人たちです。あなたは、危篤状態にある弱い小さないのちを救うためなら、全世界をも犠牲にするでしょう。あなたの最も大切な宝は、あなたが愛して自分のものと呼ぶ人たちです。


  さらに高い領域でも同じです。宇宙で最も偉大な概念は、人格神の概念です。喜ばしいことに、神は抽象的な観念や原理ではなく、生ける方です。私たちは意識的に神に触れ、信仰と愛の腕をもって神を抱くことができます。クリスチャン・サイエンスの迷妄から救われたばかりのある女性は、イエス・キリストの人格を理解して叫びました、「どうして私は、『キリストはたんなる原理であって人ではない』という彼らの恐ろしい教えの間違いに気づかなかったのでしょう。彼らの教えでは、イエスを愛することは、私の垣根のぶどうを神の原理として愛するようなものです。ああ、イエスが私自身と同じように現実で、私のほむべき救い主であるとは、なんという喜びでしょう」。


  キリストご自身


  私たちは彼の生涯の物語を読む時、その素晴らしい御業と御言葉の背後に、生ける方ご自身がおられるのを見ます。彼の人格はあまりにも高いため、不信仰な輩ですら「最も説明しがたいのは聖書ではなく、聖書の中のキリストだ」と言わざるをえませんでした。今まで、キリストほどご自身のことを多く語られた方はいません。「わたしはいのちのパンです」、「わたしは世の光です」、「わたしと父は一つです」、「わたしなしでは、あなたたちは何もすることができません」というキリストの御言葉は、ごく自然で威厳があり、彼の性格と人格にぴったりです。そのため、畏れと崇敬の念をもって、私たちはこれらのキリストの御言葉に耳を傾けずにはいられません。私たちは、彼が利己心なしに常に舞台の正面に立つ権利を持っておられること、また、彼ご自身は彼が啓示されたすべての真理や彼が成就されたすべての御業よりも偉大であることを、本能的に感じます。それだけでなく、その人格は今もなお生きて現存しています。「見よ、わたしは毎日あなたたちと共にいます」、「見よ、わたしは永遠に生きている者である」。彼はガリラヤの日々と同じように、あらゆる世代を通じて現実に歩まれます。彼はキリスト教のかしらであるだけでなく、心臓でもあります。彼は「昨日も、今日も、いつまでも同じ」です。


  
    彼の無縫の衣のいやし、


    我らの苦痛の床のかたわらにあり。


    我らは混み合う人生の雑踏の中で彼に触れ、


    かくして再び健やかになりぬ。


    


    さりながら、今なお彼は、


    あたたかく、甘く、優しい、身近な助け手。


    信仰はなおもそのオリーブ山を想い、


    愛はそのガリラヤを想う。
  


  キリストとの個人的な結合による救い


  キリストの人格は、私たちの救いと密接な関係にあります。私たちは、信条を奉じ教理を信じて救われるのではなく、ひとりの御方を受け入れることによって救われます。「御子を持つ者はいのちを持ち、神の御子を持たない者はいのちを持ちません」、「今や、キリスト・イエスにある者は罪に定められることがありません」。私たちと主イエスご自身との関係が、私たちの運命を決定します。イエス・キリストこそ、罪深い人々に対する御父の賜物です。その賜物を受け入れるとき、私たちは神との交わりの中に入れられ、贖いのすべての恩恵にあずかります。ちょうどアダムが堕落した人類の生ける個人的なかしらだったように、キリストは贖われた人類の生けるかしらです。「なぜなら、アダムにあってすべての人が死ぬように、キリストにあってすべての人が生かされるからです」。


  私たちのいのちであるキリスト


  私たちのいっそう深い生活も、キリストご自身との結合によります。使徒はこれを崇高な逆説で表現しました、「私はキリストと共に十字架につけられました。それにもかかわらず私が生きているのは、私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。そして、私がいま肉体にあって生きているそのいのちを、私を愛し、私のためにご自身をささげてくださった神の御子の信仰によって生きます」。聖潔は徐々に達する個人的品性ではなく、主イエスとの結合です。その結合は実に完全で親密なものなので、主はそれをぶどうの木とその枝々のたとえで描写して、「人がわたしの中に住み、わたしもその人の中に住んでいるなら、その人は多くの実を結びます。わたしなしでは、あなたたちは何もすることができないからです」と付け加えられました。私たちは、聖潔の高嶺にのろのろと骨折ってよじ登る必要はありません。聖なる方ご自身を受け入れればいいのです。彼は私たちの中に住んで、彼ご自身が到達した恵みと栄光の高嶺に私たちを引き上げてくださいます。「キリストは私たちに対して神の知恵となり、また、義と聖と贖いとになられました」。私たちがなすべきことは、道徳的教養を求めてもがくことではなく、彼を受け入れ、彼の中に住み、彼ご自身の卓越性、彼ご自身の性質、彼ご自身の恵みを毎日一歩ずつ私たちに移していただくことです。


  私たちの肉体のいのちであるキリスト


  私たちの肉体が生かされるのも、同じ源によります。使徒パウロは、イエスのいのちもまた自分の死ぬべき肉体に現れた、と述べました。パウロには彼自身の天然的ないのちがありましたが、それは制限されており、過度の労苦と試練から来る緊張でしばしば消耗しました。しかし、彼には第二のいのち、すなわち「イエスのいのち」がありました。そのおかげで、自分の力では持ちこたえられない重圧にも耐えられたのです。私たちの栄光の主の復活の体は、彼に信頼する民全員のための肉体の力の源です。私たちが彼の中に住んで彼からその支える力を汲み出す時、私たちは「彼の肉を食べ、彼の血を飲み」ます。そして、私たちは彼の中に「住み」、「わたしが生きるので、あなたたちも生きる」という主の御言葉が、主に実現したように私たちにも実現します。


  私たちの希望であるキリスト


  彼の再臨の輝かしい教理は、キリストご自身がなければ全く空しくなってしまいます。彼に従う者たちの内に熱烈な願いを起こすのは、彼が与えてくださる報いや、授けてくださる冠ではありません。「彼らは彼の御顔を仰ぎ見ます」「御座の中央におられる小羊が彼らを養い、彼らを生ける水の泉に導いてくださいます」との御言葉がついに実現される、幸いなその場その時の主イエスご自身なのです。この来臨の望みの一番の核心が次の御言葉に示されています、「わたしは再び来て、あなたたちをわたし自身に迎えます。それは、わたしがいるところにあなたたちもいるようになるためです」。


  今や神は、御子を特別に資格づけて、私たちの霊的生活の総計及び実質とされました。コロサイ人への手紙二章九節は、「キリストのうちに神たる方の全豊満が肉体のかたちで宿っています」と私たちに告げます。神は、人が必要とするものをすべてキリストに賜わりました。神は、あなたや私のために、ご自身の力、愛、助けをことごとく、このほむべき人の中に凝縮し、人格化されました。ローマのバチカンには美しい天井画がありますが、高すぎて見ることができません。参観者は目をこらして見ようとしますが、見ることができません。この困難を解決するために、絵を映す鏡が設置されました。あなたがなすべきことは、小窓のところまで歩いて上って行き、鏡に映ったフレスコ画を見下ろすことだけです。そうすれば、目もくらむような高所にあるフレスコ画の微妙な筆致を見ることができます。それと同じように、神はその栄光と美と助けを、無知で無力な人類の所にまでもたらしてくださいました。神はすべてを鏡であるイエス・キリストの中に入れて、「あなたは神のうちに必要とするものがありますか？ここに縮図があります」と仰せられました。そして、神はそれをあなたの手に渡して言われます、「わたしは、わたしのすべてをイエスの中に入れました。今、わたしはあなたに彼を与えます。あなたは自分自身のために、彼に要求することができます」。


  理想の人


  このほむべきキリストは神の豊富の化身であるだけでなく、人のあるべき姿の模範、見本でもあります。ただ一人の方だけが完全な人間生活を送られました。神は優しい哀調で、預言者の一人を通して、「わたしは全部族の中に人を探し求めたが、一人も見いだせなかった」と言われました。神は人間性の条件にかなう人を探されましたが、一人も見つかりませんでした。しかし、ついに一人の方が来ました。そこで、神はその方を見て喜んで言われました、「これはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ者である」、「わたしの支持するわがしもべ、わたしの心が喜ぶわが選び人を見よ」。彼は神の期待にこたえて、すべての人の模範となられました。こうして、一人の方が地上に住み、男性や女性や子供の理想となりました。彼は完全な人格、婦人の心、男性の男らしさ、仕事場の職人、説教者、教師、友人、受難者、試みられている者の模範です。人がどんな状況に置かれたとしても、すでにイエスはそれを経験しておられるのです。


  今や、このほむべき方があなたに与えられています。彼は言われます、「わたしを受け入れなさい。遠くから見習う模範としてではなく、いのちとして受け入れなさい。わたしはあなたの内に入って、あなたにわたしの性質そのものを分け与えます。わたしの性質はあなたの心の第二の性質となり、あなたの選択に自動的に働き、あなたの意志において勝利し、あなたの感情生活全般に織り込まれます」。これがキリスト生活です。これが、今日あなたのところに来て、ご自身の豊富と十全性を与えてくださるキリストです。


  私たちの性質との調和


  クリスチャンではないけれども、思慮深く、聡明で、義なるものに深く飢え渇いているある婦人が、先日、「どうして、私たちの個性を失わずに、このようなことが可能なのでしょうか？これは私たちの人格を損ない、個人としての私たちの責任を犯すことになるのではないでしょうか？」と尋ねました。私は言いました、「あなたの人格はキリストなしでは不完全です。キリストはあなたのために造られ、あなたはキリストのために造られました。彼に出会わないかぎり、あなたは完全ではありません。あなたが彼を必要とするように、彼はあなたを必要とされます。かりにガスの噴出口が『もしこの火を受け入れたら、自分の個性を失ってしまう』と言ったとしたらどうでしょう。火がその中に入る時はじめて、ガスは自分の存在目的を果たします。かりに雪片が『私はどうすればいいのでしょう。もし地面に落ちたら、自分の個性を失ってしまいます』と言ったとしたらどうでしょう。しかし、雪片は落ちて地面に吸収され、やがて桜草や雛菊の一部になります。自分自身を失って、キリストの新しいいのちの中によみがえることは、栄光なことです」。


  キリストのために創造された


  広大な西部の不毛の平野を横切るには、快速の機関車でも数日かかります。毎日目にするのは、砂と線路に沿って生えているヨモギだけです。それについて尋ねたところ、私はそれが国中で最良の土壌だということを知りました。ヨモギが生える所には、何でも生えます。しかし、ただ一つのものが欠けていました。それは何でしょうか？しばらくして、私たちはオアシスに着きました。草はどこよりも青々としており、熱帯の果実、いちじくの木、みかんの果樹園が生い茂っていました。なぜこのような違いが生じたのでしょう？畑の周りを歩いた時、私たちは山の小川を引く用水路を見つけました。それが土地を水で潤して、肥沃にしていたのです。ただ一つのもの、すなわち水が必要だったのです。あなたにはあらゆる可能性があります。しかし、水を迎えて豊かな実を結ぶのでなければ、あなたは無です。砂漠は水を必要とし、水は砂漠を必要とします。あなたはキリストを必要とし、キリストはあなたを必要とされます。多くの実を結ぶのは、この結合、彼の中に住むこと、彼があなたの中に住まわれることによります。なぜなら、「わたしなしでは、あなたたちは何もすることができません」と主は言われたからです。


  



  「私ではなく、キリスト」（詩）


  私ではなく、キリストが、あがめられ、愛され、高く上げられますように。
 　私ではなく、キリストが、目に映り、知れ渡り、耳に入りますように。
 私ではなく、キリストが、容貌や行動に現れますように。
 　私ではなく、キリストが、思いや言葉に現れますように。

 私ではなく、キリストが、悲しみのとき、優しく慰めてくださいます。
 　私ではなく、キリストが、流れ落ちる涙を拭ってくださいます。
 私ではなく、キリストが、たいへんな重荷を負ってくださいます。
 　私ではなく、キリストが、恐れをすべてしずめてくださいます。

 キリスト、ただキリストだけが、決して失墜しない礼拝の対象。
 　キリスト、ただキリストだけが、やかましい騒音を必要としない方。
 キリスト、ただキリストだけが、自尊心を抱かない方。
 　キリスト、ただキリストだけが、「私」の痕跡が見つからない方。

 私ではなく、キリストが、私の必要をすべて供給してくださる。
 　私ではなく、キリストが、私の力と健康になってくださる。
 キリスト、ただキリストだけが、体、魂、霊を支えてくださる。
 　キリスト、ただキリストだけが、ですから、あなたの命を私の内で生きてください。

 キリスト、ただキリストだけが、間もなく私の視界を満たしてくださる。
 　卓越した栄光をもうすぐ、私はもうすぐ完全に見る。
 キリスト、ただキリストだけが、私の願いをすべてかなえてくださる。
 　キリスト、ただキリストだけが、私のすべてのすべてとなってくださる。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第三章 キリストにある


  
    私はキリストにある一人の人を知っています。（コリント人への第二の手紙十二章二節）
  


  聖書に示されている私たちとキリストとの結合には二つの面があります。それらはギリシャ語の前置詞「～にある（in）」によって最もよく表されています。それは、私たちに祝福の半球を二つ与えます。第一は「キリストにある（in christ）」であり、第二は「あなたたちの内におられるキリスト（christ in you）」です。


  これらは異なる思想ですが、互いに相補的であり、これまで述べてきたキリスト生活を共に構成します。


  まず第一に、私たちはキリストにあります。「キリストにある」とはどういうことでしょう？それは、キリストが代表となって、私たちのために立ち、私たちがそのすべての恵みと特権にあずかることです。アダムを盟主としていただくかぎり、私たちはアダムにあります。同様の意味で、私たちの政治的代表者は私たちのために立ち、私たちを代表するので、私たちは彼の中にあります。そのように、キリスト・イエスは私たちのためであり、私たちの代表者です。そして彼の行為はある程度私たちのものになります。彼はご自身のためよりも、私たちのために行動されます。


  私たちの罪は裁かれた


  １．キリストにあって私たちの罪は裁かれました。彼が十字架上で裁かれたのは、彼の民の罪のためでした。あの暗闇の時、彼は「今がこの世の裁かれる時です」と言うことができました。私たちの罪は彼の上に置かれ、彼にあって取り除かれ、法理的に解決されました。私たちが負うべき罰と、私たちが受けるべき恥と苦しみは、彼の上に下されました。彼に信頼し、彼を救い主として受け入れて、彼との結合の中に入るとき、私たちは自分が受けるべき裁きから救われます。これがキリストにあることの第一の結果です。「私たちは、御子にあって、御子の血による贖い、すなわち罪の赦しを受けています。これは神の豊かな恵みによります」。「ですから今や、キリスト・イエスにある者は罪に定められることがありません」。「わたしのことばを聞いて、わたしを遣わされた方を信じる人は、永遠のいのちを持ち、罪に定められることがなく、死からいのちに移ります」。


  私たちは義とされた


  ２．さらに、キリストにあるなら、私たちは彼の義によって義とされます。私たちの罪が取り除かれるだけでなく、私たちの義の欠如も取り除かれます。彼は、私たちが従えなかった律法の要求を満たし、彼ご自身の功績と義を私たちに与えてくださいました。そして私たちは、律法を守った者、彼と同じ完全な精神を現した者のように見なされます。彼の義が私たちに転嫁されました。彼は私たちを罪から義とした後、私たちを放っておくこともできたでしょう。もしそうだったら、私たちは監獄から救われたばかりのあわれな人、生活を始める資力を持たないみじめな宿無しの放浪者のようになっていたでしょう。しかし、キリストは私たちを律法の刑罰から救うだけでなく、彼の立場を私たちに与えてくださいます。「キリストは、私たちに至る義とされました」。「罪を知らない方が私たちのために罪とされました。それは、私たちが彼にあって神の義とされるためです」。これが、キリストにあることによって受ける二番目のものです。罪は消され、失敗や欠如は彼の十全な功績によって埋め合わされます。なんという喜びでしょうか！


  
    イエスよ、あなたの血と義は


    私の美、私の栄光の衣です。
  


  ３．もし私たちがキリストにあるなら、私たちは御父に受け入れてもらえます。私たち自身を受け入れてもらえます。私たちはキリストと同一視され、彼が占めておられるのと同じ地位を得ます。それは、たんに裁判官が私たちの罪をペンで消すことではありませんし、銀行家が私たちの無限の富をペンで帳簿に記入することでもありません。それは、御父が御腕でご自分の子供を抱いて、まさにキリストと同じ地位に置いてくださることです。


  それは億万長者が放浪者を富ませることではなく、御父が放蕩息子をふところに抱いて、「愛する御子」にあって受け入れてくださることです。罪を消され、義を与えられ、彼が愛されるように私たちも愛されること―――これが、キリストにあることの意味です。


  神の子供たち


  ４．しかし、これで終わりではありません。もし私たちがキリストにあるなら、私たちは次に彼との交わりに入り、神にとってキリストと同じ者になります。ですから、「わたしの父またあなたたちの父、わたしの神またあなたたちの神」と彼は仰せられます。「彼を受け入れた者、すなわち、彼の御名を信じた人々に、彼は神の子供となる権利を与えてくださいました」。「あなたたちはみな、キリスト・イエスにある信仰によって、神の子供です」。


  子たる身分を表すのに、新約聖書では二つの言葉が使われています。一つは「生まれた子」を意味しますが、もう一つにはそれ以上の意味があります。子たる身分を表す二つ目の言葉は、ほとんどの場合キリストの子たる身分にあてられており、イエス以外の他のだれにもめったに使われていません。しかし、その言葉は私たちについても使われており、私たちが再生された神の子供であるだけでなく、キリストと同じように受け入れられていることをも意味します。すなわち、私たちは新生によって子たる身分を持っているだけでなく、キリストご自身の立場をも持っているのです。私たちは神の子供であるだけでなく、「長子」でもあります。東洋人の考えでは、子と長子には大きな違いがあります。長子は世継ぎです。他の者も何らかの分け前にあずかりますが、年長者が跡継ぎです。それで「御子は多くの兄弟たちの間で長子であり」と述べられており、私たちは「長子たち」と呼ばれています。ですから愛する人々よ、あなたたちは天使がなれない「子供」なのです。私たちはイエスのように子です。私たちは「長子たちの会衆と教会」に近づいています。私たちは「神の相続人、イエス・キリストと共同の相続人」です。


  聞き届けられる祈り


  ５．私たちはキリストにあります。そして、私たちの偉大な大祭司が、御座の前で私たちの祈りや礼拝を代表しておられます。ですから、彼ご自身が受け入れられているのと同じように、私たちも彼のゆえに受け入れてもらえます。彼はあなたの名で嘆願を手渡して、その裏に彼の御名を記してくださいます。そして、まるで彼が願っておられるかのように、あなたの祈りは御父のみもとに届きます。キリストご自身の人格と性格が、あなたを代表しています。彼は個人としてそこにおられるのではありません。私たちは個人と見なされるのではなく、キリストと一つである者と見なされます。私たちがこのようにキリストと一つである者として来る時、私たちは自分の望むものを願い、それを受けます。これが次の約束の意味です、「もしあなたたちがわたしの内に住んでおり、わたしのことばがあなたたちの内に住んでいるなら、何でも望むものを願いなさい。そうすれば、それはあなたたちにかなえられます」。


  共同の相続人


  ６．さらに、私たちはキリストにあって万物を受け継ぎます。私たちは彼と共に御座に座します。彼のあらゆる豊富――後の時代に臨もうとしているすべてのもの――は私たちのものです。彼はご自分の未来を私たちと結び合わせてくださいました。私たちがいなければ、キリストは決して何ものも所有できません。愛する人よ、もしあなたが「私はキリストのものです」と言えるなら、続けて「私は彼にあってすべてを所有しています」と言うことができます。それで、パウロはエペソ人のために、「キリストがどのような方か、あなたたちが見ることができますように」と祈りました。「すべての支配、権威、力、主権、また、今の世ばかりでなく、来たるべき世においてもとなえられる、すべての名を遥かに超えて、神はキリストを高く上げられました。彼はからだのかしらであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」。彼は「わたしのものはすべてあなたのものです」と仰せられます。私たちはこの嗣業の中に入り始めています。永遠の時代をもってしても、その計り知れない富を使い尽くせません。


  
    彼の所有は私のものとなり、


    彼のように私はなります。


    彼の神聖な栄光を着せられて、


    私は彼のようになります。
  


  



  「あなたの命を私の内で生きてください」（詩）


  あなたの命を私の内で生かし出してください、
 　おお、王の王なるイエスよ！
 あなたご自身が答えとなってください、
 　私のあらゆる問いに対して。
 あなたの命を私の内で生かし出してください、
 　あらゆることであなたの道を進んでください！
 透明な媒体である私を通して、
 　あなたの栄光を表してください。

 この宮は明け渡されており、
 　罪から清められています。
 あなたのシェキナの栄光を、
 　今、内側から輝き渡らせてください。
 全地は黙し、
 　この体は今から後、
 あなたの静かで従順な僕となって、
 　ただあなただけによって動かされますように。

 体の肢体を常に
 　あなたの召しに従わせてください。
 あなたの御用に喜んで応じ、
 　御用がなければ何もしませんように。
 やむことなき切望、
 　緊張、圧迫、不安、
 あなたの取り扱いに対する苛立ち、
 　空しい後悔の念をなくしてください。

 しかし、安息、静けさ、柔軟さをもって、
 　歪曲や偏見なしに、
 あなたに解決していただきます。
 　あなたが私を必要とされる時、
 あなたの命を私の内で生かし出してください、
 　おお、王の王なるイエスよ！
 あなたが輝かしい答えとなってください、
 　私のあらゆる問いに対して。


  



  Ｆ．Ｒ．ハバガル


  



  第四章 私たちの内におられるキリスト


  
    そうすれば、わたしもあなたたちの中に住みます。（ヨハネによる福音書十五章三節）
  


  さて、二番目の思想「私たちの内におられるキリスト」に移ることにします。私たちは彼方の天を仰ぎ見て、そこにキリストを見ました。キリストは天で、彼のすべての従者に取り囲まれ、無限の富を賦与されて、すべての力と支配の上に座しておられます。そうです、それはみな私のものです。しかし、それにまさるものがあります。彼方の御座にあらゆる豊富を見た後、私たちはここに彼を迎えて、私たちの心の中に御座を打ち立てていただき、私たちの心を天そのものにしていただくことができます。


  天におられるキリスト


  使徒はエペソ人への手紙の第一章で、「あなたたちの目が天を仰ぎ見て、主が持っておられるものを見ることができますように」と祈りました。望遠鏡を覗いて、あの雲を見なさい。彼がどのように昇天されたのかを見なさい。主は墓を超越し、死のかせを超越し、死と地獄の力を超越し、自然界の力を超越し、天使の諸々の位を超越し、あなたを傷つけ痛めかねないすべてのものを超越しておられます。信者が信仰の望遠鏡によって主に従い、すべての支配、権威、力、主権、あらゆる名を遙かに超えて進むとき、信者は計り知れない栄光に目が眩んで、圧倒されてしまいます。


  心の中におられるキリスト


  これは一つのビジョンです。しかし、さらに読むと、もう一つのビジョンを見ます。使徒は、私たちが天のキリストを見ることができるようにと祈りました。しかし今、使徒は、何かさらに崇高で偉大なもののために、私たちの「内なる人が力をもって強められますように」と祈ります。「パウロよ、それは何でしょう？もっと偉大なものがあるのでしょうか？」。おお、そうです、あります。それはこれです。「キリストが信仰によってあなたたちの心の中に住んでくださいますように。またあなたたちが、愛の中に根ざし土台づけられて、すべての聖徒たちと共に、その広さ、長さ、深さ、高さがどれほどであるかを理解することができますように。そして、知識を超越したキリストの愛を知って、あなたたちが神のすべての豊富で満たされますように」。これはもう一つの天です。これは、天からあなたの心の中にもたらされた天です。第一の思想は、彼方におられるキリストです。第二の思想は、新しいエルサレムのように天から下って来て、あなたの最も深いところに住まいを造られるキリストです。


  私たちの内に形造られるキリスト


  パウロはガラテヤにいる彼の霊的な子供たちのために、「私の小さな子供たちよ。キリストがあなたたちの内に形造られるまで、私は再び産みの苦しみをします」（ガラテヤ人への手紙四章十九節）と叫びました。この祈りは、すでにクリスチャンになっている人たちのために彼がささげた祈りです。「私の小さな子供たちよ」、あなたたちは再生されています。しかし、キリストご自身があなたたちの内に形造られるまで、私は産みの苦しみをします。それは、あなたたちが新たに生まれる以上のことです。それは、新生した人の内にキリストご自身が形造られることです。信者の胸の内にある尊い黄金の小箱が開かれて、その中に黄金の小箱よりも明るく輝く別の宝が収められます。キリストご自身の生ける臨在という煌めく宝石が、信者の心の中心に収められるのです。


  「私の小さな子供たちよ、あなたたちは新しく生まれました。しかしあなたたちは、あなたたちのもとに来て、あなたたちの内に住まわれる、さらに偉大な方に欠けています。キリストがあなたたちの内に形造られるまで、私は産みの苦しみをします」。これは人格が形成されることではなく、ひとりの方が来てあなたの内に住み、そうしてあなたと一つになり、あなたを統べ治めることです。これにより、あなたは心の王国の中でこう歌います、「一人の男の子が私たちに与えられた。まつりごとはその肩にあり、その名は『素晴らしい方、助言者、大能の神、永遠の父、平和の君』と唱えられる。彼のまつりごとと平和は増し加わって終わることがない」。これは心の中に生まれる子供のキリストです。ですから、回心生活だけでなく、キリスト生活、神聖な生活にもなります。この生活は、クリスチャンが一人で戦ったり、もがいたりする生活ではなく、クリスチャンが心の中に主を迎えて主に戦ってもらう生活であり、神が住まわれる宮・器となることです。ですから、無限なる方は「わたしは彼らの中に住み、彼らの中を歩む。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる」と仰せになることができます。「彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる」ではありません。「わたし」が最初です。「わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる」。


  キリストの教え


  新約聖書に向かうと、キリストのあらゆる深遠な教えの中に、この思想が見いだされます。彼はこの真理を最初から教えようとはあえてされませんでした。なぜなら、弟子たちの用意ができていなかったからです。彼はヨハネによる福音書の第六章でこの真理に言及されました。しかし、「わたしは天から下って来た生けるパンです。このパンを食べる者はみな、永遠に生きます。わたしが与えるパンは、世のいのちのために与えるわたしの肉です」と彼が言われた時、弟子たちはつまずきました。弟子たちは「私たちには彼が理解できない」、「これはひどい言葉だ」と言って去って行き、もはや彼と共に歩みませんでした。彼らには、この言葉は空想的で感傷的に思われたのです。


  ヨハネによる福音書の十四章と十五章で、彼はこの真理を再び解き明かされました。彼は言われました、「人がわたしを愛し、わたしの言葉を守るなら、わたしもその人を愛して、わたし自身を彼に現します。そして、わたしの父はその人を愛し、わたしたちはその人のところに行って、その人と共にわたしたちの住まいを造ります」。そしてさらに十五章で彼は言われました、「わたしはぶどうの木であり、あなたたちはその枝です。人がわたしの中に住んでおり、わたしもその人の中に住んでいるなら、その人は多くの実を結びます。わたしなしでは、あなたたちは何もすることができないからです。（中略）もしあなたたちがわたしの中に住んでおり、わたしの言葉があなたたちの中に住んでいるなら、何でも望むものを求めなさい。そうすれば、それはあなたたちにかなえられます」。そしてまた彼は言われました、「御父がわたしの名の中で遣わされる聖霊は、あなたたちにすべてのことを教え、わたしがあなたたちに語ったすべてのことを思い起こさせてくださいます」。ヨハネによる福音書の十七章で彼は、「おお、ただしい父よ、わたしは彼らのために祈ります。わたしたちが一つであるように、彼らを一つにしてください。あなたはわたしの中におられ、わたしは彼らの中にいます」と言われ、「それは、あなたがわたしを愛してくださった愛が彼らの中にあり、またわたしも彼らの中にいるためです」と付け加えられました。


  「わたしも彼らの中にいるためです」という祈りが、キリストがご自分の民のためにささげられた最後の祈りでした。ヨハネによる福音書のこの十七章は、キリストがこの世で語られた御言葉が到達した愛の極致でした。そして、「わたしも彼らの中に」という最後の言葉は、あらゆる言葉の中でも最も尊い言葉です。おお、もし彼の祈りが成就されることを望むなら、愛する人よ、私たちはこのメッセージの意義の中に入り込み、それが実際の経験となるまで止まってはなりません。


  手紙


  何度も何度も、後に続く手紙全体を通して、この同じ真理が繰り返されることがわかります。コロサイ人への手紙の中で使徒は、「世々にわたって隠されてきたけれども、いま現された秘密もしくは奥義」について語ります。彼はそれを述べるのを恐れているかのようです。驚くほど良い知らせを告げようとする人のように、彼は逡巡し、ためらいます。それほどまでに、その奥義は重大なのです。その奥義は世々にわたって隠されてきましたが、いま現されます。この奥義を明かすために使徒が遣わされた人々に対して現されます。この奥義は、それを受ける人以外だれも知らない名がその上に記されている白い石のようです。パウロはついに、この印形付きの指輪を花嫁に与えることを許されました。その奥義とは「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」です。あなたはこれを受け取ったでしょうか？これはあなたに開かれたでしょうか？「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」は新エルサレムの栄光を放つサファイヤです。


  パウロはガラテヤ人への手紙二章二〇節でこう証ししています、「私はキリストと共に十字架につけられました。それにもかかわらず、私は生きています。しかし、私ではなくキリストが私の中に生きておられるのです。そして私は、私がいま肉体にあって生きているこの命を、私を愛して私のためにご自身を与えてくださった神の御子の信仰によって生きます」。自分自身のいのちに死んで、その代わりにキリストを受け入れること――この方法によってパウロはこの奥義を得たのです。


  そしてさらに、主はパトモス島に来て、ヨハネにこの最後のメッセージを与えられました、「見よ、わたしは扉の所に立って叩いている。だれでもわたしの声を聞いて扉を開けるなら、わたしは中に入って彼と共に食事をし、彼もまたわたしと共に食事をする」。これはラオデキヤの教会に宛てて記されています――この人々は自分たちを神の教会と称していましたが、その心は閉ざされており、自己が王座についていました。彼らは「私は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もない」と言っていました。しかし、その心の外では、イエスご自身が懇願しながら立っておられました。主は閉め出され、朝露に濡れていました。キリストご自身が玄関で扉を叩いて、「だれでもわたしの声を聞いて扉を開けるなら、わたしは中に入って彼と共に食事をし、彼もまたわたしと共に食事をします」と言いながら待っておられました。おお、これはなんと悲しい光景、なんと恥ずべき光景でしょう！思い出してください、この言葉は七つの教会の最後の教会に宛てられています。この教会は、現代キリスト教の最終的代表者である、今日の教会を表しています。キリストは扉の外におられます。しかし、あなたは中にいて、彼をそこに立たせたまま平然としています。主は「あなたたちは、自分が惨めで、哀れで、貧しく、盲目で、裸であることを知らない」と仰せになっているのに、あなたは「私は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もない」と言っています。


  キリストご自身の依存


  ヨハネによる福音書第五章でキリストが語られたことを思い出すなら、キリストは独立して自分の生活を送ったのではなく、御父に拠り頼んですべてのことを行い、すべての言葉を語られたことがわかります。キリスト生活は、キリストがまさにこの地上で送られた生活です。キリストは全能の力を持っているのに、「子は自分からは何もすることができません。わたしはただ聞くままに裁くのです」と言われましたが、これは奇妙なことではありません。私たちの模範としてこの地上を歩まれたイエスは、決して独立しようとはされませんでした。彼は常に御父のいのちを受け取り、御父に依存し、御父によって生きました。「生ける父がわたしを遣わされ、わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者もわたしによって生きます」。


  そのように、彼の願いはあなたや私が彼によって生きることです。彼は、ガリラヤの丘陵を歩んだ時の生活を、そのまま繰り返しておられます。彼は御父に全く拠り頼んで、すべてを天から受ける空の器の生活をされました。ですから彼は今、あなたや私が空の器となって、すべてを彼から受けることを求めておられます。「その日」――「真理の霊が来る時」、彼はあなたを重要人物にするもの、あなたを純粋にするもの――それにより、あなたは座して自分の聖潔を見るようになります――を携えて来られるのでしょうか？決してそうではありません。聖霊が心の中に到来される時に起きることはこれです、「その日には、わたしが父の中にあることを、あなたたちは知るでしょう」。あなたたちは、いかにわたしが父とつながっており、いのちのために父に拠り頼んでいるのかを知るでしょう。そして、あなたたちはこのようにわたしに拠り頼むことを学ぶでしょう。「その日には、わたしが父の中におり、あなたたちがわたしの中におり、わたしがあなたたちの中にいることを、あなたたちは知るでしょう」。あなたたちが聖なる強い者になるわけではありません。わたしは聖であって強いこと、そして、あなたたちの中で純粋さと強さになることを、あなたたちは知るでしょう。


  キリストは輝かしい日の出と家庭の光景という二つのたとえを用いて、この合一を表しておられます。第一は、「わたしは自分自身を現します」です。「現す」という言葉は、ギリシャ語では「輝き出る」という意味であり、イザヤが語った「起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上にのぼったから」という言葉と同じ思想を伝えます。これが「わたしはその人にわたし自身を現します」というイエスの御言葉の意味です。それは、旧約聖書の最後の約束、「しかし、わたしの名を畏れるあなたたちには義の太陽が昇り、その翼にはいやす力がある」を暗示します。


  もう一つは家庭のたとえです。「わたしたちは来て、その人と共にわたしたちの住まいを造ります」。わたしたちはその人の霊をわたしたちの住まいとします。かつては嘆かわしく罪深かった心は王の宮殿になります。そこで私たちは彼の臨在の陰に宿り、彼との交わりの喜びの中にとどまります。


  
    キリストは決して私たちから遠いわけでも、


    近くにおられるわけでもありません。


    彼は明け渡された霊の内に住んで、


    そこを私たちの天としてくださるのです。
  


  



  「神に明け渡す」（詩）


  私は神に明け渡して、毎時救われます。
 私は神に明け渡して、神の甘美な力を感じます。
 私は神の約束に信頼します、素晴らしい御言葉が失望に終わったことは
 一度もありません、誘惑する者がいかに攻撃するとも。

 私は神の民の安息に入り、
 至聖所は彼の御血により清められました。
 彼の律法は内側にあり、私は彼の御旨を喜びます。
 私は神を待ち望んでじっとしているすべを学びました。

 私は自分のことをこう見なします、「私は罪に対して死に、
 キリストと共によみがえらされ、今やキリストが内側に生きておられる」と。
 「いっそう豊かないのち」を彼は私に与えてくださいます、
 この溢れる命は私に完全な勝利を与えます。


  



  ジェームズ・Ｍ・カーク


  


  



  第五章 どのようにしてこれに入るのか


  
    主よ、あなたがご自身を私たちに現そうとして、世に現そうとされないのは、どうしてでしょうか？（ヨハネによる福音書十四章二二節）
  


  しかし、キリストはご自身を世に現さずに、どのように私たちにご自身を現されるのでしょう？第一に、彼ご自身が私たちをこの状態に導いてくださいます。彼は私たちを放っておいて、独力でそこに登らせるのではありません。彼は彼方に王宮を建てて、「あそこに行くことができたら、その素晴らしさがわかります」とは言われません。彼は私たちをまっすぐその王宮まで導いてくださいます。


  ジョン・バニヤンは、神が認罪をもって自分に臨まれた時、幻の中で美しい幸いな家を見ました。その家の中では、聖なる男女が主の光の中で一緒に歌っていました。しかし、彼は外にいて、中に入れませんでした。まるで、岩壁が彼らと彼を隔てているかのようでした。彼は、彼らの幸いな様子と、その光景の明るさと、その喜びの真実さを見ました。しかし、彼は暗く寒い屋外にいました。これと同じように感じている人々もいます。彼らは言います、「そのような生活を送るのは素晴らしいことです。そこには絶えざる安息と勝利があり、問題に悩まされることもありません。そこでは罪の大渦が私たちを巻き込むことはなく、キリストが私たちを祝福し、私たちを他の人々に対する祝福としてくださいます。しかし、私たちはそこにたどりつけません」。


  ある集会でのことです。一人の善良な人が立ち上がって、キリストを受け入れさえするなら、キリストが何を行ってくださるのかを、人々に告げました。「しかし」と彼は言いました。「あなたたちはそのために準備をしなければなりません。まず第一に、清められなければなりません。そうしないと、キリストは来てくださいません」。私は聴衆の顔が曇るのを見ました。「おお、私たちはどうすれば清められるのでしょう？」。私は、「愛する方々よ、その清めこそキリストご自身があなたたちに与えようとしておられるものなのです」と告げたいと思いました。


  私たちの聖であるキリスト


  「あなたが自力できよくなろうと努力した後、キリストは来てそれに報いてくださる」という教えは、主の教えではありません。キリストご自身があなたの聖です。彼はご自身の聖をもたらし、来て、永遠にあなたの心の中に住んでくださるのです。


  私は、ニューヨーク市の上の手の空き地地帯に立っている小屋を、これまで何度か見たことがあります。そこで人々は半世紀もの間、掘っ建て小屋の中に住んでいます。そこの人々は時々小屋を修理しようとします。この貧しい清掃婦の一人は数ドルかけて小屋を片づけ、壁を白く塗ります。それで彼女は、小屋がまともで立派なものになったと感じるかもしれません。このようなことを私たちはしようとしています。しかし、億万長者の一人がその土地を買うなら、彼は古い掘っ建て小屋を修理せず、代理人にそれを取り壊させて、そこに大邸宅を建てます。


  あなたに必要なのは、家の修繕ではありません。キリストに空き地をささげなさい。そうするなら、彼は古いいのちを掘り起こし、もっと素晴らしい家を建てて、そこに永遠に住んでくださいます。キリストは祝福であるだけでなく、祝福の備えでもなければなりません。それは、ある偉大なアッシリアの王が進軍した時のようです。彼は国民に道を造るよう命じるのではなく、自分の家来たちを遣わして彼らに木を切り倒させ、倒壊した場所を立て直させ、山々を平らにさせました。もし私たちがキリストを来たるべき王、私たちの信仰の創始者また完成者として受け入れるなら、キリストもそうしてくださいます。


  自己に対する私たちの死


  かつてある婦人が、キリストが彼女に語られた言葉を話してくれました。その言葉は、「わたしはあなたの死となり、そしてあなたのいのちとなります」というものでした。自分で死のうとしてはいけません。自己の磔殺のために、キリストを受け入れなさい。キリストは、自己を根絶し、廃棄し、十字架につける働きを、迅速かつ完全に引き受けて成し遂げてくださいます。解剖室の中にとどまって自分の霊の死骸を解剖したり、自殺用のナイフを持って震えたり、自分を刺し殺そうとする必要はありません。そのような苦行とは手を切ることができます。キリストが自己をほふる力になってくださる、と信頼することができます。あなたがなすべき唯一のことは、自分自身を渡して、こう言うことだけです、「主よ、ここに張本人がいます。私は自己をあなたに引き渡します。私には自己を殺せません。しかし、私は自己に死んでほしいのです。どうか動悸する情欲の脈拍を鎮め、そのかわりに平和を来たらせてください。私にはできません。しかし、私はあなたに、あなたの方法で私を殺す権利を差し上げます。ここで、一度かぎり永久に、私は自分自身をあなたにささげます」。


  私たちのいのちと純粋さ


  また、キリストは彼の霊と恵みにより、自己の死となってくださり、古い自己を終わらせる力となってくださるだけでなく、あなたの中で純粋な力強い新しいいのちにもなってくださいます。彼はあなたを清め、彼のいのちにあずからせてくださいます。それであなたは、「これは自分のものではないいのちである」と感じるようになります。このようにキリストを受け入れる時、自分の美点のゆえに高ぶりや高慢が生じることはありません。私たちは塵の中に横たわっているかのように感じて、「私は罪人のかしらにほかなりません」と言うようになります。しかしそれと同時に、祝福された純粋な流れが自分の全身を巡っていることも感じます。私たちが誘惑に遭う時、彼は祝福された御霊の供給により、誘惑を解決してくださいます。あなたは高く上げられて、誘惑を超越します。積極的なものが消極的なものを滅ぼします。天的なものが地的で邪悪なものを撃退します。


  それは、ある蒸し暑い夏の日に、爽やかなにわか雨が突然降り出す時のようです。すべてが洗い清められたことを、私たちはすぐに感じます。草はみずみずしく青々と生い茂り、花は美と輝きをもって頭をもたげ、大気はいのちに満ちあふれ、自然の甘い芳香が五感を満たします。キリストの霊が到来して、疲弊した罪深い心を新鮮にしてくださる時も、そのようです。あなたは彼と共に歩んで、永遠に彼の臨在にあずかることができます。彼の臨在はにわか雨のようであり、あなたの霊の上に降って、あなたをあらゆる地上の汚れから清めます。また、あなたは流れのほとりにある小石のように、その絶え間ない流れによって洗われ続けます。


  私たちの平安


  キリストは私たちの死といのちであるだけでなく、さらに私たちの平安にもなってくださいます。これは福音書の中にたくさん記されています。「わたしはわたしの平安をあなたたちに与えます。あなたたちは心を騒がせてはなりません。恐れてはなりません」。この内なるキリストのいのちの主要な特徴の一つは、静かであることです。キリストのいのちは、生来の騒がしさやいらだたしさを静めます。それは、自己が平衡を保つというよりは、キリストが平衡を保ってくださることです。私たちは静かな力と安息を感じます。人生の嵐をくぐる代わりに、私たちは神々しい静けさを得ます。命の奥深くで、「人知を超えた神の平安が、イエス・キリストを通して私たちの心と思いを守ってくれる」のを私たちは感じます。私たちは「何も心配することがなくなり」ます。外側には騒動や艱難があるかもしれませんが、キリストはあなたの心の内なる部屋に来て、「わたしにあって、あなたたちには平安があります。あなたたちはこの世では艱難があります。しかし、元気を出しなさい。わたしは世に打ち勝っています」とささやいてくださいます。


  私たちの喜び


  この内住のキリストは平安以上です――彼は喜びでもあります。「それはわたしの喜びがあなたたちの中にとどまり、あなたたちの喜びが満ち溢れるためです」。ゼパニヤはこの思想を把握しました。「あなたたちの真中におられるあなたたちの神は力強い。彼は喜びをもってあなたたちを喜び、愛にあって安息し、あなたたちのために喜び歌われる」。彼はしばしば、愛の中で黙されます。彼はしばしば喜びの潮をじっと静かに保たれるので、あなたはそれを乱すのを恐れます。その後、喜びがあなたの全身を駆け巡ります。主は安息と喜びを交互に流し出してくださいます。


  平安は永続的であり、喜びは断続的です。世の試練に打ち勝つ必要がある時、喜びの泉が溢れ流れます。パウロとシラスが牢獄でむち打たれて全身の痛みを感じていた時、主は彼らを訪れてくださいました。彼らは喜びを抑えきれず、喜び歌いました。アンテオケの人々が彼らを町から追い出した時、「弟子たちは喜びと聖霊に満たされて」いました。殉教者たちがじりじりと火あぶりにされていた時、彼らは迫害者に向かって、「私たちは炎を感じません。喜びがあまりにも大きいからです。喜びが私たちの全身を満たして痛みを鎮めます」と言いました。これは、十字架にかかる前の晩、ご自分の苦しみに構わずに、「あなたたちは心を騒がせてはいけません」と弟子たちを慰めた方の霊によります。


  私たちの信仰


  私たちの内におられるキリストは、私たちの信仰になってくださいます。私たちは、「私がいま生きているその命を、私は神の御子の信仰によって生きます」と言うことができます。あなたがこの信仰を持つ時、神を信じることがあなたの第二の天性になります。あなたは超自然的な信仰を感じるでしょう。あなたは信仰を持とうと努力するのではなく、「神の信仰を持ちなさい」という彼の呼びかけに単純に応答するでしょう。


  私たちの愛


  さらに、神の愛があなたの心の中に注がれます。それはあなたの生来の心の愛ではなく、神の愛です。もしキリストがあなたの内におられるなら、あなたはキリストに対する神聖な愛を感じ、それはあなたの愛ではなく、神の愛であることを知るでしょう。そしてあなたは、彼にあって、ただ彼のためだけに、すべての人に対して新たな愛情と友情を持つようになるでしょう。


  私たちの知恵


  また、私たちがこの内住のキリストを持つとき、彼は私たちの知恵になってくださいます。彼は何らかの方法で私たちの思想に触れてくださいます。彼は私たちに真理の新しい理解を与えてくださいます。あなたは、自分のなすべき事、なすべきではない事について、彼から直感的知識を受けるでしょう。それはあなた自身の性質と全く調和し、彼が与えてくださった才能と混ざり合います。そのため、その思想や衝動はあなた自身のものであるかのように思われるほどです。


  私たちの力


  キリストはあなたの内で神の力となってくださいます。パウロは、「私もまた、私の内に力強く働く彼の働きにしたがって、労しています」と言いました。ですから、それは私たちの行いではなく、キリストが私たちに行わせることです。キリストは御力を私たちに与えて、人々のために働かせ、彼の王国を効果的に建造させます。ですから、か弱い女性や十分な教育を受けていない人でも、「自分は神の力によって語っている」という十分な自覚を持てますし、神の御言葉はむなしく神のもとに戻らないのを経験できます。


  キリストの力によって働き、語り、祈ることは幸いです。キリストの力無しでそうしようとすることは、無益である以上に徒労であり、悪いことです。キリストはあなたの力になってくださいます。「天においても地においても、あらゆる力がわたしに与えられています。見よ、わたしはいつもあなたたちと共にいます」。


  私たちの祈り


  また、あなたの内におられるキリストは、あなたの祈りになってくださいます。彼はあなたの内でとりなしてくださいます。主ご自身のゲッセマネのうめきや涙が現されることもしばしばです。そしてまた、御名によってすべてを要求する祈りも現されます。


  私たちの賛美


  また、彼はあなたの祈りになるだけでなく、あなたの賛美にもなってくださいます。あなたが願いをささげた後、彼はあなたの心に訪れて、感謝の声をもってあなたの心に触れてくださいます。そして、祈りがかなえられつつあることのゆえに、あなたが神を賛美できるようにしてくださいます。


  私たちの健康


  また、もしキリストがあなたの心の中におられるなら、彼はあなたの肉体の力や命になってくださいます。彼は力をもってあなたの生体機能を強め、「イエスのいのち」を「あなたの死ぬべき体に現して」くださいます。


  私たちの忍耐


  また、もしキリストがあなたの内におられるなら、彼はあなたの忍耐になってくださいます。キリストの生涯には苦難がありました。ですから、あなたの生涯の大部分も、キリストと共に苦難を受けることです。あの十字架が、あなたの生涯のカルバリの丘の上にも立てられます。そして、あなたは彼と共にそれにあずかります。それは、不必要な苦しみを受けることでも、敵を喜ばせるために苦しむことでもありません。その苦しみは、一杯の冷たい水を人々に与え、人々が自分の重荷を負うのを助け、人々が沈みそうなところで彼らの必要を背負って担うためのものです。また、主がこの世の苦しむ人々のために重荷を負われるのを助けるためのものです。彼は反対者や悪魔から苦難を受けました。そのように苦難があなたに臨む時、彼はあなたを圧倒的な勝利者にしてくださいます。


  スコットランドにいた時、私はスターリング市とその古い共同墓地を訪れました――そこの一つの灰色の記念碑を見つめながら昔を回想していた時、カベナンターたちの物語が心に思い浮かびました。その記念碑はマーガレット・ウィルソンのものでした。その愛らしい若い聖徒、十代の少女は、イエスへの愛を貫き通しました。そのため、父母や友人たちの懇願も彼女を死から連れ戻せなかったのです。彼らは「マーガレット、ほんの一言、ほんの一言でいのちが助かるのですよ」と言いました。しかし、彼女は「私はイエス様を辱める言葉を言えません」と答えました。父親は彼女が亡くなる前の晩、「お父さんの悲しみを考えておくれ」と懇願しました。彼女は父親の白髪をなでながら、「私はお父様が言えとおっしゃる言葉を、言うことができません」と言いました。


  翌朝、乱暴な荒っぽい人々が彼女を外に連れ出し、杭に縛りつけて海の中に立てました。彼らはもう一人の白髪の年老いた聖徒を縛り、マーガレット・ウィルソンが彼女の死に様を見れるように、荒海の少し沖合に立てました。そして彼らは言いました、「マーガレット・ウィルソン、お前にはあの老婆の苦しみが見えないのか？そろそろ信仰を捨てたらどうだ」。彼女は答えました、「いいえ、私に見えるのは彼女ではなく、苦しむ僕の内にあってあそこで戦っておられるイエス様だけです」。こうして数刻の後、主の戦車は彼女の勝利した霊を天のホームに運んだのでした。


  私たちの合言葉は、「ご自分の肢体の一人の内におられるキリストが、そこで苦しんでおられる」、「私ではなく、キリスト」です。こうして私たちは勝利し、生き、苦しむことができます。こうして、私たちは「私たちを愛してくださった方を通して圧倒的な勝利者」になることができます。


  私たちの意志


  もう一つ最後の思想です。もしキリストがこのように私たちの内におられるのなら、彼は私たちの存在のまさに中心――意志――におられるようになります。意志は性格の舵輪です。しかし、キリストはその意志を引き受けて柔軟にしてくださるので、意志はもはや頑固ではなくなります。キリストは私たちの意志を御旨に従わせ、彼の選ぶものを選ばせます。彼は、私たちの意志を喜びに満ちた自発的なものにしてくださいます。少年の時、私は自分のソリの滑走部を造りましたが、次々と壊してしまいました。しかしある日、一人の大工が良い方法を教えてくれました。私がそれを大工に渡すと、大工はそれを蒸気釜の中に入れました。すると、それはたやすく曲がるようになったのです。


  キリストはあなたの意志を損なうことを望んでおられるのではなく、それを彼の愛の炎の中に入れることを望んでおられます。そして、あなたの内に働いて、私たちに彼の御旨を願わせ、行わせることを望んでおられます。こうして、彼は私たちの意志を引き受けて、強めてくださいます。ソリの滑走部を曲げてもらった時、大工は、それが元に戻らないよう固める方法を教えてくれました。そのように、キリストは私たちの意志を堅固にすることができます。彼はあなたの顔を火打ち石のようにすることができますし、「あなたの心の岩」となることができます。


  



  「私を探ってください、ああ、神よ」（詩）


  私を探ってください、ああ、神よ、私を探って私の心を知ってください、
 私を試し、隠れた部分を調べてください。
 私を清め、あなたのように聖なる者にしてください、
 そして、私を永遠の道に導いてください。

 あなたは今日も昨日も同じ方です、
 ああ、私の内にあるあなたの命を常に同じに保ってください、
 私の心の中から束の間のものを除き去り、
 私をどうか永遠の道に導いてください。

 何があっても変わったり冷たくなったりしない心、
 良い時も悪い時も変わらずに愛し続ける愛、
 どんな試みの時も常に勝利する喜びを与えてください、
 そして、私を永遠の道に導いてください。

 私のあわれな心を引き受けて、私の愛するものを
 いつまでも確かに永続するものだけにさせてください。
 私の心の琴線を天上の世界に縛り付け、
 そして、私を永遠の道に導いてください。

 高き所に宝を積むよう助けてください、

 天空に自分の将来を求めることを教えてください、
 かしこにある私の分け前を少しずつ与えてください、
 そして、私を永遠の道に導いてください。

 ああ、私の働きが、かの取り調べの日に残るようにしてください、
 かの日、刈り株やわらは燃やし尽くされます。
 ああ、私の家を岩の上に建ててください、これが私の祈り、
 そして、私を永遠の道に導いてください。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第六章 どのようにして主の内に住むのか


  
    そこで、小さな子供たちよ、彼の内に住んでいなさい。それは彼が現れる時、私たちが確信を持ち、その来臨の時に、御前で恥じ入ることがないためです。（ヨハネ第一の手紙二章二八節）
  


  ヨハネは、小さな子供たちだけが主の内に住むことができる、と言っているかのようです。すなわち、私たちが小さくなる時だけ、主ご自身を十分に知ることができ、自分の力を用いるのをやめて拠り頼む時だけ、私たちを保持する主の力を知ることができる、とヨハネは言っているかのようです。ヨハネは自分自身を小さな子供の一人と見なしました。というのは、ヨハネは私たちに呼びかける時、「私たち」と言っているからです。ヨハネは、ボアネルゲ（雷の子）が死んだ時から、霊の中で全く小さな子供になりました。ヨハネはイエスの御胸によりかかって、もはや自分で強くなろうとはしませんでした。そして、イエスの支える御腕から離れた姿が見られることもなくなりました。


  私たちはキリストご自身の栄光を見てきました。また、キリストにあることと、キリストを私たちの内に持つことがどういうことかも見てきました。そして今、私たちはこれらのものに強く印象づけられたいと願います。ヨハネは、「小さな子供たちよ、彼の内に住んでいなさい。それは彼が現れる時、私たちが確信を持つためです」と言います。


  主の内に住むこの生活をどう維持すればいいのか、詳しく簡単に述べることにします。あなたは明け渡し、自分の意志と力を放棄し、これ以降自分の生活を主に支えてもらうことに同意しました。またあなたは、真の花嫁のように、自分自身、自分の名前、自分の独立性を放棄しました。その結果、彼は今、あなたの主となっておられます。あなたのいのちは彼の内に飲み込まれました。そして、彼があなたのかしらとなり、すべてのすべてとなっておられます。さて、愛する方々よ、この生活をどう維持すればいいのでしょう？主は、私たちは彼の内に住むべきであり、私たちが彼の内に住む程度に応じて私たちに内に住む、と言っておられます。「わたしの内に住んでいなさい。そうすれば、わたしもあなたたちの内に住みます」。


  今を生きる


  まず第一に、主の内に住む生活は、今を生きる生活でなければなりません。それは惰性で流れ続ける急流ではなく、小さな行いや習慣の連鎖です。あなたは、今この時、主を完全に所有し、今この時、完全に救われ、今この時、勝利を収めます。今この瞬間を満たしたものは、次の瞬間をも満たすのに十分です。ですから、もしあなたが毎瞬この交わりを更新していくなら、あなたは常に主の内に住むでしょう。あなたはこれを学んだでしょうか？あなたの生涯における失敗の大半は、一瞬を失うこと、一針の縫い目の切断、小さな裂け目、岩の割れ目――そこから水の雫がしたたり落ち、一本の急流になります――から来ます。しかし、もしあなたが一歩も歩みを失わず、一つも勝利を逃さないなら、あなたは主の内に住んで常に勝利するでしょう。


  ですからまず第一に、この秘訣を学びなさい。すなわち、もはや恵みも勝利も必要としないほどの聖潔に達することはない、ということです。しかし、もしあなたがこの瞬間に恵みを受け、次の瞬間にも恵みを受け続けるなら、生涯の終わりに、あなたは主の恵みの大洋をことごとく所有するでしょう。最初、それはほんの小さな流れかもしれません。しかし、毎瞬流れ続けさせなさい。そうすれば、その水路が終わらないうちに、それは無限の大海原になります。


  意志による決断


  次に、主の内に住む生活は、意志による決断を続けることによって、また、現実に堅くキリストに信頼し続けることによって、確立されなければなりません。主の内に住む生活は、あなたの意志の有無に関わりなく、不可抗力的な衝動として自然に実現されるわけではありません。あなたは、主に信頼することから開始して、それが習慣になるまで繰り返さなければなりません。これを悟ることがとても重要です。


  祝福を得る時、それ以上何の努力もしなくても、その祝福は流れ続ける、と考える人が大勢います。しかし、そうではありません。意志の行使、選択の行為は、霊的生活の真の舵輪です。あなたが罪から救われたのは、イエスを自分の救い主として実際に選択することによりました。あなたが聖別されたのは、自分自身を明確に明け渡して、彼をすべてとして受け入れることによりました。


  ですから、愛する方々よ、あなたはしっかり舵輪を握って前進し続け、毎瞬毎瞬、キリストに信頼すること、キリストによって生きることを選び続けなければなりません。そうすればついには、主の内に住むことが呼吸するのと同じくらい自然なことになります。それはちょうど、溺死から救われた人のようです。人々が彼を水から引き上げたとき、呼吸は停止しています。呼吸は自然に戻りません。労して人口呼吸を続けることによって、呼吸が戻ります。人々が半時間ほど空気を吸わせたり吐かせたりした後、無意識的な呼吸活動が認められるようになります。そして、呼吸本能がよみがえってきて、自発的な呼吸が始まります。間もなく、その人は何の努力もせずに呼吸するようになります。


  しかし、この呼吸が始まったのは、最初に一定の努力をしたおかげです。そして、徐々に呼吸が自然になっていきます。キリストについても同じです。もし、キリストの内に住むことを自然なものにしたいと願うなら、それを霊的習慣にしなければなりません。預言者は「神にとどまる心」について語り、ダビデは「私の心は主に信頼して揺るぎません」と言いました。私たちは決断をもって始め、いかなる代価を払っても主に従います。そうするなら、少しずつ習慣が確立されていきます。


  習慣の法則


  第三の原則は習慣です。習慣が育まれるのは、小さな行いの積み重ねによります。どんな習慣も、最初から確立されたわけではありません。習慣は木の根のように、筋肉の繊維のように育まれます。飲み込んだ一口の食物が吸収されて命になるのと同じです。人生の行路を着実に歩んでいる人を見てください。しかし、その人生行路は長年の習慣によって確立されたのです。私の横に座っている速記者は、私が話すのと同じ速さで、私の言葉を書きとめます。最初、その作業はぎこちなく、のろのろしています。しかし、それはついに習慣になります。この時、もはや手を休めて記号の書き方を思い出す必要はありません。私が話す言葉と同じように、自然に記号が出てきます。字を書くのも同じです。最初ペンを握るのがどれほど苦痛だったか、私たちは覚えています。しかし今では、さっと署名することができます。しかも、毎回同じ筆跡で署名できます。友人たちや銀行家は私たちの署名を知っており、それを同定することができます。どうしてそうなったのでしょうか？それは、私たちが長年同じしるしを書き続けてきたからです。愛する方々よ、これがコツコツと努力しなければならない理由です。ついには習慣が必要となり、確立されるにつれてますます容易になります。


  悪についても同じです。堕落すればするほど、堕落するのは容易になります。また、向上すればするほど、向上するのは容易になります。イエスを仰ぎ見ることも同じです。それはちょうど、目の動きのようです――まぶたは本能的に動きます。聖書はそれを神の守りの象徴として用いています。「あなたのひとみのように私を守ってください」。ほこりが目を傷つける前に、小さなまぶたが柔らかい眼球を覆います。そのように、何か話したいと思う時、本能的に舌をおさえることがあります。また、悪がやって来る前にその臭いをかぎ分けて、危険が降りかかる前に、漠然とではあるものの天に向かって祈ることもあります。こうして、従順の習慣も形造られます。それは、常にたゆまず、忠実に、主があなたに行わせることを行うことによってそうなるのです。主はこのような小さな試練によって私たちを教え、この習慣を確立し、従順を容易で自然なものにしてくださいます。


  自我の抑制


  さらに、もしキリストの内に住むことを願うなら、自分に信頼しないことを常に学ばなければなりません。自我の抑制が、常に神聖な豊かさと能力を得るための第一の要件でなければなりません。何か非常事態が生じた時、人は飛び出してしまいがちです。ペテロは、自分が敵に立ち向かえるかどうかわからないのに、剣を抜いて飛び出してしまいましたが、これがいかに容易だったかがわかります。何か関心事が持ち上がる時、衝動に駆られて自分の考えを述べてしまうことがありますが、その後、おそらく、何週間も、自分の考えを撤回して、その代わりに主を受け入れざるをえなくなります。私たちが主の道からどく時だけ、主は私たちを用いることができます。


  ですから愛する方々よ、自我の抑制を訓練しましょう。そして何事についても、主を見上げて、「主よ、あなたの御旨は何でしょう？あなたのお考えはどうでしょう？」と尋ねるまで、決定を差し控えることを訓練しましょう。そうするなら、あなたと主の意向が食い違うことはありません。そこにはさいわいな調和があるでしょう。このようにキリストの内に住む人々は、差し控える習慣、静かにしている習慣を身につけています。彼らは落ち着きのないおしゃべりではありません。彼らはよろずのことについて常に見解を持っているわけではありませんし、自分がなすべきことをいつもわかっているわけではありません。彼らは性急な判断を差し控えて、神と共に穏やかに歩みます。むこうみずで衝動的な精神は、主に聞き従うことを常に妨げます。


  依存


  もしキリストの内に住むことを願うなら、キリストは人生の非常事態だけでなく、すべてを引き受けてくださることを憶えなければなりません。そして、常に主に頼る習慣を養わなければなりません。主に拠り頼み、至る所で主を見いだし、彼が私たちの生涯の事業を引き受けてくださったこと、そして困難は一つもないこと、もし私たちが主に道を委ねて主に手綱を握ってもらい、ひたすら信頼して従うなら、主が私たちを運び通してくださることを覚えなければなりません。


  主の臨在を認識すること


  さらに、もしキリストの内に住むことを願うなら、主が自分の心の中心におられることを常に認識する習慣を養わなければなりません。そうするなら、主を見いだすために、彼方の天に上って、主が行かれたあたりをさまよう必要はありません。主はまさにここにおられます。主の御座はあなたの心の中にあります。主の富は身近にあります。あなたは神の臨在を感じないことがあるかもしれません。しかし、聖霊があなたの心の中におられる事実を受け入れて、その事実に従って行動しなさい。すべてを主のもとに持って行きなさい。そうすれば間もなく、主の臨在を実際に喜ばしく感じるようになります。感情から始めてはいけません――主がここにおられるものとして行動することから始めなさい。ですから、もしあなたがキリストの内に住むことを願うなら、主は自分の内におられ、自分は主の内にあるものとして、主に応対しなさい。そうするなら、主はあなたの信頼に応えて、あなたの確信に誉れを与えてくださいます。


  すべてのものの中におられる神


  さらに、キリストの内に住むことを願うなら、人生に訪れるすべての事柄の中にキリストがおられること、そして、摂理の過程で起きることはすべて、ある意味で神の御旨と関わりがあることを覚えなければなりません。逆境は偶然ではありません。キリストと関係無いものではありませんし、「神は御座についておられるのに、なぜこのような逆境を生じさせるのだろう」といぶかしんで抗議するしかないようなものでもありません。あなたは、神が試みの中に導かれたこと、そして、たとえ洪水の高波が押し寄せても、神は御座に座しておられ、大波のうねりや水の轟きよりも力強い方であることを信じなければなりません。またあなたは、神は「人の怒りを賛美に変え、怒りの余りをとどめられる」ことを信じなければなりません。あなたは、「神は我らの避け所、また力。苦しむ時、そこにある助け。それゆえ、我らは恐れない。たとえ地は移り、山が海の真中に移っても。たとえ、水が立ち騒ぎ、泡だって、山々が揺れ動いても」と言わなければなりません。


  私たちはすべての出来事を、私たちが選択しうる最善のもの、あるいは、神があなたに与えうる最善のものと見なす必要はありません。その出来事が臨んだのは、神が御力をあなたに示してそれを征服するためかもしれませんし、あるいは、聖潔、信頼、落ち着き、勇気といった学課をあなたに教えるためかもしれません。その出来事は、その状況下で、何か神の御目的にかなうものなのです。ですから、あなたは別の境遇を求めるべきではありません。今いる境遇に打ち勝つべきです。あなたは逃避して、「自分の好きな所に行けば、キリストの内に住めるだろう」と言ってはなりません。あなたは、安らかな港にいる時も、嵐の海にいる時も、キリストの内に住まなければなりません。あなたは自覚しなければなりません。すべては神の許しによるのであり、神は万事を共に働かせることができるのです。それだけでなく、万事はあなたの益のためであること、そして、御旨を成就しつつあることを、あなたに知らせてくださいます。


  外側の感覚に注意する


  また、キリストの内に住むことを願うなら、感覚に警戒する必要があります。肉体感覚ほど、私たちを容易にさまよわせ、危険な野原や牧場の脇道にいざなうものはありません。私たちの目は、どれほど私たちを迷わすことか！道を歩いていると、気を散らせる数千のものに出くわします。中には、クモのような目を持っている人々もいます――彼らは前後左右、あらゆる方向を見ることができます。「あなたの目はまっすぐ前を見、あなたのまぶたはあなたの前をまっすぐに見よ」というソロモンの言葉はご存じでしょう。この世を心の中に入り込ませるなら、その戸口がいかなるものであれ、私たちは私たちの主の臨在から引き離されてしまいます。


  耳も同じです。会話は、それがたとえクリスチャンどうしの会話でも、もしその百分の一でも聞くなら、完全に汚されてしまいます。ですから、あなたは自分の耳を閉ざし、自分の目を閉ざして、小さな範囲に生きなければなりません。何かする時、一度に多くのことをしようとしてはいけません。それは気苦労を招くだけです。


  水グモという小さな生き物がいます。それは、沼地などの湖底の泥の中に住んでいます。泥の表面から数インチ中にもぐり、始終そこで暮らしています。「水の中でどうやって息をして生きていけるのか？」と尋ねる人もいるでしょう。ああ、水グモには不思議な器官があり、それによって自分の体よりも数倍大きな気泡を自分の周りに集めることができます。水面に上がって空気を集めては泥中にもぐります。この小さな気泡は水グモにとっては大気です。水グモはその中に巣を造り、子供を育てます。空気のある所に水は侵入しないことはご存じでしょう。ですから、にごった水で囲まれた小さな家庭は、水上の澄んだ大気中で生活するのと同じくらい安全です。そのように、私たちは自分の生息圏の中に入って、主と共にとどまることができます。たとえ罪に取り囲まれ、下には地獄があり、人々はもがき、誘惑され、罪を犯していても、私たちはキリスト・イエスの中で、天上にいる聖徒たちと同じように安全なのです。


  内なる祈り


  さらに、キリストの内に住むことを願うなら、内なる祈りの習慣、心の中で神と交わる習慣を養わなければなりません。私たちは、「神は霊ですから、神を礼拝する人は霊と真実の中で礼拝しなければなりません」、「すべてのことについて感謝しなさい。なぜなら、これこそあなたたちに関する神の御旨だからです」という御言葉の意味を知らなければなりません。言葉を口に出さずに心の中で静かに祈るこの習慣は、主の内に住む秘訣の一つです。神秘家が用いた古い用語の一つに「静思」があります。これは静かな霊ともいえるでしょう。


  用心


  主の内に住むことと関連するもう一つの言葉は「用心」です――よく目を覚ましていることです。これは、漂うことの正反対です。それは固守する精神であり、絶えず警戒していることであり、主に優しく守ってもらうことです。さて、これは、あなたが警護の働きをすべて一人でしなければならない、ということではありません。あなたは手を舵の上に置かなければなりません。そうするなら、キリストが舵を操作してくださいます。それは列車のブレーキのようです――運転手はブレーキのレバーに触れて電流を流すだけです。技師は自分の力で列車を動かす必要はありません。レバーを回すだけです。あなたも私も自分で戦う必要はありません。合い言葉を唱えるだけです。そうすれば、天の力がそれに続いて働きます。ただし、これはその合い言葉がイエスの御名によって述べられた場合です。このようにして毎瞬、私たちは交わりと勝利の中に常にとどまることができ、ついにはキリストが私たちのいのちの構成要素となってくださいます。


  神の導きに従う


  キリストの内に住むことを願うなら、神に自分を助けさせようとすることをやめて、神の道の中に入り込み、神に導いていただかなければなりません。私たちは「自分はキリストに仕えることを選んだのであり、キリストに助けてもらわなければならない」という考えを自分の中から取り除かなければなりません。むしろ、私たちは理解しなければなりません。私たちはキリストの道に入ったのであり、キリストが信者を担っておられるのです。なぜなら、キリストは他の道を行くことができないからです。川の中に居続けるには、川と共に下らなければなりません。神の懐にとどまるには、神と共に進まなければなりません。神に自分自身を明け渡しさえするなら、あなたのいのちは何でもできるほど強くなり、天のように素晴らしくなります。


  不慮の出来事


  おそらく、不慮の出来事についてお話ししておいた方がいいでしょう。主はしばしば、私たちに警戒させるために、突然誘惑が襲いかかることを許されます。そのようなことがあなたの生活に起きたら、それを主からのものとして受け入れなさい。それがあなたに送られたのは、あなたに警戒させて、危険を暗示するためです。まつげが閉じて目に危険を知らせるのと同じです。しかし、あなたがキリストの御傍近くにとどまるなら、そのような誘惑がすぐに臨むとは私は信じません。誘惑は、しばしばあなた自身の不注意から生じます。あなたが道から外れていて、主の望まれる所にいない時、おそらく、不慮の出来事があなたに臨んで、あなたが敵国にいることを知らせてくれるのでしょう。もし私たちが主の内に住んでいるなら、主を経過せずに悪が私たちを打つことは決してありません。おそらく、あなたが中心から少し外れていたので、キリストは敵を招来してあなたを驚かせ、あなたを御許に戻らせようとされるのです。それはちょうど、羊たちを柵の中に追い込むために、牧羊犬が放たれるようなものです。最終的に大きな災いに遭うより、小さな失敗を犯す方がましです。


  失敗


  しかし、十分注意していたにもかかわらず失敗してしまったとき、大失敗して落胆するとき、「自分は祝福を失ってしまった」、「こんな生活は自分には実行できないことがわかった」などと言ってはなりません。「もし私たちが自分の罪を告白するなら、主は真実でただしい方ですから、私たちの罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださる」ことを思い出してください。


  神を現実に経験する方法


  ある友人が先日、「どうすれば神を現実に経験できるのですか？」という質問を私に尋ねました。多くの人は神を現実の方として感じていません。男性にとって、自分が抱えている困難な仕事の方が神よりも現実的です。女性にとって、自分の仕事や試練の方が神よりも現実的です。病人にとって、自分の病の方が神よりも現実的です。私たちはどうすれば神を現実の方として経験できるのでしょう？私が知る最善の方法は、神を現実の物事の中に迎えることです。頭痛は現実です。その中に神を迎えなさい。そうすれば、頭痛が現実であるように、神も現実となられるでしょう。そして、さらに素晴らしいことに、頭痛が去った後も、神の臨在がとどまるでしょう。試みは現実です。それはあなたの人生に燃え移ります。神はそれ以上です。洗濯やアイロンがけは現実です。神をあなたの家庭の中に迎えなさい。そうすれば、神は現実となってくださいます。あなたの生活を神に結びつけること――これが神を現実の方とします。


  バンヤン樹もこのように成長します。まず、幹と枝々が天に向かって伸びます。次に、枝々が地面に向かって成長し、土地に根をおろします。そして徐々に、数百の枝々が互いに織り混ざり、絡み合って、嵐や風にも動じなくなります。インド洋の熱風ですら、引き裂けなくなります。そのように、神が一人の人を救われる時、神は一本の枝を植えられます。しかし、神が困難の中にあるあなたを訪れて、あなたを満たし、聖別し、助けてくださる時、その一つ一つが新たな枝となります。こうしてあなたの人生は数百の枝々によって神に根ざし、神に結ばれます。地獄の全勢力といえども、その交わりを破れませんし、あなたを主の愛から引き離せません。


  
    主イエスよ、あなたご自身を私にとって、


    生ける輝ける現実としてください。


    いかなる外側の事物よりも、


    信仰のまなざしにはっきりと見せてください。


    甘美な地上の絆よりも、


    さらに親しく、さらに親密にならせてください。


    


    さらに私に近づいてください、


    生ける愛する救い主よ。


    あなたの御顔の幻をさらに明るく輝かせ、


    あなたの恵みの御言葉をさらに栄光で満たしてください。


    人生が愛に変わるまで、


    地上の天が天上の天に変わるまで。
  


  



  「死を通って命へ」（詩）


  私はイエスと共に十字架につけられ、
 　十字架は私を解放した。
 私はイエスと共によみがえり、
 　イエスは私の内に生きて治めてくださる。

 いにしえの時代から隠されてきた奥義が、
 　ついに信仰の目に明らかとなった。
 私の内におられるキリストは栄光の望み、
 　これを何度も繰り返し教えてください。

 これは自然界に隠されている奥義、
 　夏は死んで再びよみがえり、
 春は冬の墓から復活し、
 　収穫は埋められた麦から成長する。

 これは聖化の奥義、
 　私の聖潔ではなく、主の聖潔。
 イエスよ！私たちを空にして満たしてください、
 　あなたの豊かさでいっぱいに。

 これは痛みや病のための香油、
 　自分の力に対して死にきるためのもの、
 主の命と豊かさを見いだすためのもの、
 　私たちの全存在が必要とする供給。

 これは主の物語、
 　主は十字架を経て御座に到達された。
 主と同じように、栄光への私たちの道は、
 　常に孤独な死を通り抜ける。

 私たちの塵なる体は朽ち果てる、
 　イエスが横たわられた墓の中で。
 しかし、彼の栄光の中で私たちはよみがえる、
 　復活の日に。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第七章 死を通って命へ


  
    だれでもわたしに従いたいのなら、自分自身を否み、自分の十字架を負ってわたしに従いなさい。（マタイによる福音書十六章二四節）
  


  ここに、この世の福音と主の福音の大きな違いがあります。この世は、別れを告げる時、「お大事に」と言いますが、主は、「自分を放棄して、他の人々とあなたの神の栄光を顧みなさい」と仰せられます。この世は、「素晴らしい時を過ごして、一番を目指しなさい」と言います。しかし、この世は最後には取り残され、後の者が先になります。すべてを手放す人はすべてを得、堅く握りしめる人は持っているものを失います。そして、主の御言葉が実現します――「だれでも自分の命を救う者はそれを失い、だれでもわたしのために自分の命を失う者はそれを見いだします」。


  ですから、犠牲の法則は地と天で最大の法則です。犠牲の法則は神の偉大な法則です。これは地に記されており、自然界のあらゆる領域に記されています。私たちは、百億の世代の人々の骸を踏みしめています。その人々は、私たちが生きられるように、誕生と死を繰り返したのです。この地球の中心はまさに、代々の時代の残骸であり、前の諸々の世代の命が埋まっています。全自然界は死と生を繰り返します。そして、新たな進歩はみな、より高次の拡大した命であり、先立つ命の残骸の上に築かれます。一粒の麦は地に落ちて死ななければなりません。さもないと、しぼんだ種になってしまいます。しかし、死ぬなら、生きて増殖します。そして、成長して、美しい春、黄金の秋を迎え、何倍にも増えた束になります。高次の世界のいっそう深い命も同じです。あなたは、天然のものから霊のものによみがえります。利己的なものはみな、その身勝手さによって制限されます。流れの止まった川は、澱んだ沼になります。しかし、流れる時、川はますます新鮮に、豊かに、満ち満ちたものになっていきます。


  もしあなたが自分の天然の目を自分自身に向けるなら、何も見ることができません。外を見るなら、世界の光景が眼前に開けます。天然の命の法則は、放棄して手放すことにより、他の人々を愛して世話することです。利己的であることは死であり、自分を滅ぼします。


  犠牲の法則は神の法則です。神は、父、子、聖霊として、至高の十全性の中に生きておられましたが、ご自身を与えてくださいました。神の栄光はご自身を与えることにありました。それで神は、被造物に、この見事な宇宙にご自身を与えて、その自然法則にしたがってあらゆる種類の幸いが臨むように形造られたのです。次に、神はイエス・キリストにより、ご自身を与えてくださいました。「神は世を愛して与えてくださいました」。神はご自分の最善のもの、ご自分のすべて、愛するひとり子を与えてくださいました。神の法則は犠牲です。神はすべてを与え尽くすほど愛してくださったのです。


  次に、犠牲の法則はキリストご自身の法則です。彼が来臨されたのは神の犠牲によりました。そして、彼は犠牲になるために来臨されました。彼はご自分の栄光を下ろし、一世代のあいだ天の社会を離れ、遥か下界の被造物たちと共に生活されました。人の下で地中を這い進む虫よりも低くなられたのです。彼は人々の一人となり、この堕落した人類の兄弟となられました。彼は常に明け渡して、手放しておられました。常に御力を差し控えて、それを用いませんでした。彼は常にご自分より劣る人々の意志に従い、ついに人々は彼を十字架に釘付けました。彼の全生涯は絶え間ない自己否定であり、人々の重荷を担い、人々の悲しみにあずかる生涯でした。このように、愛と犠牲はキリストの法則です。「互いに重荷を負いあって、キリストの律法を全うしなさい」。キリストの律法は、他の人々の重荷を負うこと、他の人々の悲しみにあずかること、他人のために自分自身を犠牲にすることです。


  犠牲の法則はキリスト教の法則です。それは聖徒の法則です。これが救われる唯一の道です。最初から、これは常にそうでした。モリヤ山でもそうでした。その山で、忠信な者の父であるアブラハムは、自分の一人子、約束の子をささげました。それはカルバリ山でクライマックスを迎えました。その道はすべて血と犠牲で印づけられていました。アブラハムが自分のイサクを放棄しただけでなく、イサクも自分の命を放棄して、全生涯にわたって人々のために自分を下ろしました。ヤコブがどのように自分の妻のために仕えたのかはご存じでしょう。それなのに、ヤコブは意中の者を得なかったのです。ヤコブの生涯は苦難の生涯、無抵抗な生涯、忍耐の生涯でした。ヨセフも自分の境遇に対して死にました。彼は高く上る定めにあったので、低く下らなければなりませんでした。低く下って流刑になるだけでなく、惨めな投獄にも遭わなければならず、死ぬ寸前の所までいかなければなりませんでした。ヨセフが視界から消え去って、彼に関する神の約束がすべて無に帰したかのように思われた時、前途は絶望的に思われた時、神は彼を拾い上げて、この世の王座に据えられました。


  モーセは逃亡者にならなければなりませんでした。試みて失敗しなければなりませんでした。四十年間、神は彼を教え、訓練しなければなりませんでした。そして、モーセが視界から消え去った時、神は彼の望みをかなえました。最後の時になって、モーセは約束の地に入る見通しを放棄しなければなりませんでした。彼はカナンの門の外側で死に、自分の最も大事な望みを犠牲にして、時が流れるのを待ちました。時が来て、イエスご自身がモーセを中に連れ込んで、変貌の山の上でご自分と共に立たせ、「今こそ、モーセよ、あなたは自分が手放したもの、失ってそれに対して死んだものを得ました。今、あなたは優った復活にあずかっています」と仰せになりました。過去の間ずっとそうでした。サウルは自分を手放そうとせず、肉の予表であるアガグとアマレクを滅ぼそうとしませんでした。ですから、肩と頭が人々より高かったサウルは、人がなりうる最高の者だったにもかかわらず、暗闇の中に下って行き、暗がりと恥の中に沈み込んだだけでなく、おそらく滅びの中に陥ったのです。ヨナもいます。神はヨナを重んじて、ご自分の民を解放させ、ヤロベアム二世の時代に王国を勝利と強大な力に導かせました。この人を神は重んじて、外国への最初の宣教士とされました。この人を神は召し出してアッシリヤに遣わし、「行って、ニネベに宣べ伝えなさい。行って、世がわたしを知って崇めるようにしなさい」と仰せられました。神は力強く彼を祝福されました。神は大いに力強く祝福されたので、この世がかつて見たことのない最強のリバイバルがその都市に起こりました。それなのに、ヨナは怒ったのです。神がニネベの人々を皆殺しにせず、ヨナの体面を傷つけたからです。「この人々は四十日以内に死ななければならない」とヨナは言いましたが、四十日が過ぎる前に人々が自分の罪を悔い改めたので、神はご自分の言葉を改めて彼らを赦されました。それでヨナは言いました、「この取り決めで私はどうなるのです？私は二度と信じてもらえないでしょう。どうしてニネベを滅ぼして、私の体面を守ってくださらなかったのですか？」。ヨナは自分の誉れを手放せなかったので、神は彼に恥を被らせて、しぼんだヒョウタン、ある種のカカシの下に放っておかなければなりませんでした。それは、自分自身の栄光を求めることがいかに浅ましいことなのかを、あらゆる世代の人々に示すためでした。この哀れな年老いた預言者は、しぼんだヒョウタンの下に座って神に対して怒り、死ぬことを請い求めました。神が彼の使命を成就されて、全国民が悔い改めたからです。この光景ほど衝撃的で滑稽な見せ物はないと思います。それで神は、わがままがいかに恥で不名誉なものなのかを示す見せ物として、ヨナをそこに立たせておかれたのです。


  新約聖書全体にわたってシモン・ペテロの物語を追う必要はないでしょう。主がペテロを回復した時に彼に語られた最後のメッセージは、「あなたが若かった時、あなたは自分で帯を締め、自分の行きたい所を歩きました。しかし、年をとると、あなたは自分の手を伸ばし、他の人があなたに帯を締めて、あなたの行きたくない所に連れて行きます」というものでした。主はこう語って、彼がどんな死に方で神に栄光を帰すのかを示されました。そして、イエスは彼を放棄と服従と明け渡しの磔殺の生涯の中に送り込み、人々によって彼の天然的な選択とは反対の方向に彼を導かれました。そして最後には、彼は自分の主の十字架で逆さはりつけにされなければなりませんでした。


  この世は「お大事に」と言いますが、イエスは「私ではなくキリスト」と仰せられます。あなたの古い自己だけでなく、新しい人もその力と自信と共に死ななければなりません。イシマエルを去らせて捨てなければならないだけでなく、イサクも放棄して、二度とその頭を上げさせてはならないのです。


  これについて述べるのはとても簡単です。私が長生きすればするほど、自分自身や友人たちのことを長く知れば知るほど、「これこそ、クリスチャン生活で私たちが失敗を犯す、隠れた大きな原因である」と私はますます強く確信します。私たちはイエスと共に少しばかり道を進みますが、ゲッセマネとカルバリで止まってしまいます。人々は、ガリラヤにおける彼の務めの間、彼に従いました。山上の垂訓は輝かしい道徳規範でした。人々は数千人の養いに惚れ込んで、「この方ならなんと祝福された王になることか！」と言いました。それまでのように働かなくてもよくなります。しかし、彼が立ち上がってカルバリについて話される時、ご自分に対してだけでなく人々に対しても十字架について話される時、そして、いかにご自分と共に歩み通さなければならないのかを話される時、人々は「これは難しい言葉だ。誰がこれに耐えられよう？」と言います。


  数日たつと、人々を指で数えられるようになりました。人々は、「自分には彼が理解できません。彼は王になってくれると思っていたのに」と言いました。人々は十字架に行きたくなかったのです。


  ここで群衆が立ち止まってしまったのは確かです。人々は自己に対して「否」と言い、神に対して「然り」と言う代わりに、自己に対して「然り」と言い、神に対して「否」と言いました。ああ！話すことは生きることよりもずっと簡単です！聖霊がこれを私たちに打ち込んでくださらないかぎり、これについて話しても無駄です。筆者は最近、バプテスマされるべき三つのバプテスマがある、と述べました。第一は、罪から神へと向きを変える時の、悔い改めのバプテスマ。第二は、私たちの内に住んでくださる聖霊を受ける時の、聖霊のバプテスマ。第三は、聖霊が私たちの中に到来された後の、死の中へのバプテスマです。このような厳密な区別を支持する聖書的権威はおそらくありませんが、疑いなく、取るべきこの三つの段階があります。あなたが聖霊のバプテスマを受けた後、神があなたの内に生きるために来臨された後、聖霊があなたの心をご自分の住まいとされた後、あなたはキリストと共に彼の死の中に入らなければなりません。ですから彼は、「だれでもわたしに従いたいのなら、自分自身を否み、毎日自分の十字架を負って、わたしに従いなさい」と仰せられます。そこで彼はご自身について、「わたしには受けるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど苦しむことでしょう」と言われました。わたしには受けるべき葬りがあります。彼は日々、いっそう深い死の中へと進んで行かれ、彼の心は全くその中に閉じ込められていました。そしてついに、彼はゲッセマネに下って行き、ヨセフの墓に下って行き、ハデスの中に下って行かれました。そして、死者の領域をくぐり抜けて、初めて天の門を開かれました。これこそ、ヨルダン川の岸辺でバプテスマされた後、イエスが眼前に見ておられたものです。


  ああ、聖霊のバプテスマを受けた、愛する人よ。あなたは彼の死の中へ下って行かなければなりません。さて、私たちが自分をキリストにささげた時、ある意味において、私たちはこれを信仰によって受け入れたことは承知しています。私たちはそれをすべて現実と見なし、神もそれを現実と見なされます。しかし、親愛なる友よ、あなたは一歩一歩死の中を通らなければなりません。それはすでに成就されているかのように、私たちは彼方の御座に座しているかのように、神が私たちを取り扱ってくださることは承知しています。しかし、私たちは狭い道、地下の秘密の場所を通らなければなりません。ここに誤魔化しがあってはなりません。あなたは、それは完全に成就した、と見なすかもしれませんが、一歩一歩、それはあなたの心の記憶に書き記されなければなりません。


  さて、私の友よ、これはいったい何を意味するのでしょう？自分の意志に対して死ぬことです。あなたが自分を神にささげた後、戦いが臨みます。明日の朝になると、あなたは人生で最も恐ろしい戦いに遭遇するでしょう。あなたが自分の意志を放棄したからこそ、あなたが自分の意志を取り戻すことを悪魔は願っています。「そこは至福の地である」と、あなたは考えているのでしょうか？いいえ、そこは戦場です。龍や火矢との戦いです。それがいかに馬鹿げたことか、あなたが立って自分の意志を持つことはいかに正しいことか、悪魔はあなたに示そうとします。おそらく一週間か一か月の間、生きるか死ぬかの戦いが続きます。イエスは四十日間荒野に行かれ、悪魔は彼に自分自身の意志を持たせようとしましたが、彼はこの試みに耐えました。彼は自分自身の意志を去らせて、「わたしが来たのは自分自身の意志を行うためではなく、わたしを遣わされた方の御旨を行うためです」と仰せられました。


  神が彼を導く者とすることができたのは、彼が導かれているからでした。いかなる人も、治めてもらわないかぎり、治めることはできません。ヨセフは人々から攻撃を受けて、次に、謙遜なへりくだった霊を持つ砕かれた人として座すようにならないかぎり、エジプトであの地位に就けなかったでしょう。世は「自分たちの卑しさと邪悪さを連中に思い知らせてやれ」と言ったでしょうが、神は「いいえ、あのことは忘れさせてあげなさい」と言われました。そこでヨセフは、「自分のことを責めたり悔やんだりしてはなりません。神は善を図ってくださったからです」と言いました。もしヨセフがへりくだっていなければ、エジプトの統治者と同じようにだめだったでしょう。いかなる人も、導いてもらわないかぎり、導くことはできません。ダビデには訓練の九年間が必要でした。さらに九年間の訓練を受けた方が、彼にとってよかったでしょう。そうすれば、王座についた時、恥ずべき方法で権力を乱用することはなかったでしょう。ダニエルは、クロスやネブカデネザルと共に宰相として座せるようになる前に、苦難による訓練を受けなければなりませんでした。神があなたを役立てようとされる時、あなたの意志を完全に御手に委ねなさい。最初の明け渡しの時以降、あなたは多くの試みに遭うでしょう。しかし、これらの試みはまさに、働きの成就を促す機会なのです。


  次が自己耽溺であり、自分のしたいことをすることです。快楽を目当てにして、自分がそれを気に入っていて好きだからという理由で、事を行う権利を持っている人はだれもいません。好きだからという理由で自分の夕食をとる権利は、私にはありません。そんなことをすれば、私は獣になってしまいます。私が夕食をとるのは、それが私を養ってくれるからです。楽しいからという理由で事を行うこと、自分自身の権益を求めることは、間違いです。「まず、神の王国と神の義を求めなさい」。何事であれ、自己を追求する神聖な権利は、私たちにはありません。神を求めなさい、そうすれば、神はあなたの益を求めてくださいます。神の事柄を顧みなさい、神があなたを顧みてくださるからです。みな、自分のことを考えるのではなく、他の人々のことを考えなさい。


  また、自己満足もあります。これは自分がした仕事にこだわることです。何かの奉仕をしたり、何らかの勝利を得ると、「なんと素晴らしいことか」とすぐに思ってしまいます。これはたちまち虚栄に通じます！自分の真の姿よりも人々の評判の方を気にしている人がなんと多いことか。


  神の働きにおいて、虚栄ほど警戒すべきものはありません。これがヨナの呪いでした。セラフィムは二枚の羽で顔を覆い、二枚の羽で足を覆いました。彼らが自分の顔を覆ったのは、自分たちの美しさを見たくなかったからであり、自分の足を覆ったのは、自分たちの奉仕を見たくなかったからです。あるいは、だれにも見られたくなかったからです。彼らは飛ぶために二枚の羽しか用いませんでした。あなたが人を誘惑にさらす別の方法に注意しなさい。「神があなたを祝福してくださいますように」と働き人たちを励ますのは、全くかまいません。しかし、賛美してはなりません。「なんと美しく、雄弁で、愛らしく、輝かしいのでしょう！」とは、神は仰せられません。これはイエスに属する冠を人の頭にかぶせることです。あなたに益を与えられるようにしてくださる聖霊を私は欲しますが、この世の誉れを自分にもたらす力は欲しません。もしそんな力を持っていたら、それを人生最大の危機と感じたでしょう。私たちには、イエスの御座について天使たちに自分たちを礼拝させる権利はありません。それと同じように、地上でキリストの誉れを横取りする権利は、私たちにはありません。人々を祝福するために神が私たちを用いられる時、私たちは大いに注意しなければなりません。神からではない麗しさがあります。神よ、誘惑者が織りなすこれらの罠から私たちを救ってください。


  ピリポは、宦官をイエスに導くとすぐに、宦官の道からいなくなりました。愛する人よ、男性どうし、女性どうし、男性と女性との間に臨む、巧妙な魅惑があります。それらの魅惑は麗しくて正しいもののように思われますが、あなたは自分の霊を純粋に保ってくださる聖霊を大いに必要とします。私がここで述べているのは罪深い愛のことではありません。確かに、それについて話す必要はありません。私が述べているのは、遥かに巧妙で洗練されたしみのない魅惑のことであり、この魅惑は神にとっていっそう不名誉なものであり、あなたにとっていっそうに危険なものです。なぜなら、この魅惑はとても純粋だからです。神よ、聖霊によるものではなく、イエスのみに誉れを帰すものではない、あらゆる奉仕、友情、思想から、私たちを守ってください。


  次に自信です。自分の力や、自己の霊的・道徳的義や、善人になる力や善をなす力の感覚です。神は私たちを導いて、そのようなものをすべて放棄させ、私たちが徹底的に無であることを悟らせなければなりません。


  過敏さという自己の命について話すには時間がありません。過敏さとは、「傷つけられた」とすぐに感じる繊細な感受性であり、「愛されたいから、人に自分を愛してほしい」と願う自己愛です。神の愛は、祝福を与えて善を行うことを愛されます。あなたが愛さなければならないのは、それが自分に喜びを与えるからではなく、それが人々を祝福するからです。「私はあなたたちのために喜んで費やし、自分を費やしましょう。たとえ、私が熱心にあなたたちを愛すれば愛するほど、ますますあなたたちから愛されなくなったとしても」と、パウロは言うことができました。「あなたたちが私を愛してくれる間だけ、あなたたちを助けましょう」とは、パウロは言いません。いいえ、私は最後の血の一滴まで喜んで費やし、どんな代価を払っても、あなたたちを祝福します。たとえ、あなたたちが私に少しも感謝しないとわかっていたとしても。これがあなたたちの問題です。人々はあなたを傷つけ、あなたに感謝しません。結構です、愛されなくなればなるほど、ますます費やして、自分を費やしなさい。


  利己的な願望、強欲、利己的な動機、自分自身の財産、自分自身の子供について述べるには、時間が足りません。これらのものは、問題、苦労、心配の種となります。これらのものを所有することに私たちがこだわっているからです。


  利己的な悲しみもあります。自分自身の悲しみのために流す涙ほど利己的なものを、私は何も知りません。神はイスラエルが泣いているのを見て、怒って言われました、「あなたたちは自分たちの涙でわたしの祭壇を汚した」。あなたが泣いているのは、上等なパンがないからです。あなたが泣いているのは、キリストよりも愛している他の何かがあるからです。あなたが泣いているのは、あなたが全く喜んでおらず、満足していないからです。


  私たちの犠牲や自己否定さえも利己的です。そうです、私たちの聖化も利己的かもしれません。皮肉屋の私の友人は、人々が自分の潔白さを証しするのを聞くと、よくこう言っていました、「哀れな年老いた魂よ、彼女は人生最大の罪を犯した。というのは、最大の嘘をついたからだ」。自己が起き上がり、祈り、座して、「なんと麗しい祈りだろう」と言うかもしれません。自己が説教をして人々を救い、家に帰ってから、自分をねぎらってこう言うかもしれません――あるいは、自分を通して悪魔にこう言わせるかもしれません――「素晴らしいできばえだった。お前はなんと有能なのだろう！」。自己が火に焼かれて死に、その不屈の精神を誇るかもしれません。そうです、肉的な自己を持つおそれがあるだけでなく、宗教的な自己を持つおそれもあるのです。


  これはどうすれば取り除けるのでしょう？とりわけ私が思うのは、このことの現実性と危険性を見なければならず、これは自分の罪であることを見なければならない、ということです。私たちはそれをありのままに見て、それを去らせることを選ばなければなりません。その極悪さは、私たちを欺く点にあります。「それは私ではなく、だれか他の人にぴったりです」と、それは言います。あなたたちの多くは、それを他人になすりつけて、自分のこととして受け止めません。しかし、神はあなたのことを言っておられるのです。それに死の宣告を下しなさい。さもないと、それがあなたに判決を下すでしょう。あなたはそれを好きなだけ保持することができます。それは、宝石のような小さな斑点を持つ、可愛い小さな蛇のようです。ああ――しまいには――蛇に咬まれてしまうのです。


  どうか神が私たちに、私たちの内にある探る炎に耐えられないものを、すべて示してくださいますように。とりわけ、私たちのいのちよりも大きな福音を持たないようにしようではありませんか。あなた自身の上に死の判決を下し、イエス・キリストと聖霊を受け入れて、御業を行ってもらいなさい。それと戦おうとしてはなりません。


  次に、試みがやって来て、神があなたを導いてその試みに遭わせる時、正直でありなさい。正直でありなさい。あなたが勝利を得た後、まさにその路線で試みが臨みます。そして、戦いが臨む時、自分自身のことは忘れなさい。自己防衛するのではなく、「主が私を守ってくださいます」と言いなさい。おそらく、あなたを挑発しようとする人もいるでしょう。おそらく、あなたを褒め称えようとする人もいるでしょう。ただこう言いなさい、「そうです、主があなたを私の所によこされたのは、感謝されることを私が望むかどうかを調べるためです」。私たちが思いきって与えようとするものを聖霊は何でも受け入れてくださり、私たちが思いきって受け入れようとするものを聖霊は何でも与えてくださいます。「彼はあなたたちを堕落から守って、あなたたちを傷のない者としてささげることができます」。これはなんと幸いな交換でしょう！十字架を取りなさい。そうすれば、いつの日か、私たちは冠をかぶり、御座について、彼のようになるでしょう。そして、彼が持っておられるすべてのものに、私たちはあずかるでしょう。


  
    上昇ではなく、復活


    （「ですから、もしあなたたちがキリストと共によみがえらされたのなら」コロサイ三・一）


    


    よみがえった私の救い主と共に復活させられ、


    　彼と共にその右手に座らされた。


    これこそ復活節が私に告げる輝かしいメッセージ。


    　ここに私は信仰によって立つ。


    


    人々はあなたに命じる、起き上がって高い水準に至れ、と。


    　しかし、人々はあなたを人の水準に置き去りにする。


    私たちは天的な復活を得なければならない、


    　キリストと共に死んで、復活しなければならない。


    


    かつては、私の内に別の人が生きており、


    　地的な子供、サタンの奴隷だった。


    しかし、私は彼をイエスの十字架に釘付けた。


    　その人は今や私にとって無である。


    


    今、別の方が私の内に生きておられる、


    　この方の幸いな命を、私は自分のものと見なす。


    私は自分自身の命に対して彼と共に全く死に、


    　神聖な彼の命によみがえった。


    


    ああ、イエスと共に死ぬこの甘さよ！


    　死により、自己と罪から解放された。


    ああ、イエスと共に生きるこの甘さよ！


    　死から生じた命を彼は内側で生きてくださる。
  


  上昇と復活との間には大きな違いがあります。人はある水準から別の水準に上昇するかもしれません。しかし、人が復活させられる時、人は無から有に、死から命に移されます。この移行はまさに無限です。真のクリスチャンは上昇させられた人ではなく、復活させられた人です。自然宗教や人の道徳にすぎないあらゆる教えの大問題は、より高い水準に上昇するよう教えていることです。福音の素晴らしさは、上昇するよう教えるのではなく、私たちは自分では善を何も行えないことを示し、私たちを全くの無力さと無の中にもたらして直ちに墓の中に葬り、それから私たちを新しい命の中によみがえらせることです。私たちは完全に天から生まれ、ただ天の資源によって養われます。


  クリスチャン生活は自己を改善することではなく、全く超自然的であって神聖です。さて、死なないかぎり復活はありえません。これが前提条件であり、死が現実のものになればなるほど、復活の命と力の度量は大きくなります。ですから、死ぬことを恐れないようにしましょう。後に置き去りにするものに対して死ぬこと、それから離れるものに対して死ぬこと、自分自身に対して死に、本当に存在しなくなることを、恐れないようにしましょう。手放して失うものは何もありませんし、出て行かないかぎり、入ることはできません。彼と共に死ぬなら、彼と共に生きるようになります。


  しかし、コロサイ人への手紙三章一節の御言葉は、私たちはすでに死んでよみがえっている事実を示しており、私たちは今やこれが自分にとって成就した事実であるという態度を取るべきことを示しています。使徒はここで、キリストと共に再び死んで、キリストと共に新たに復活するよう――そうした人たちはそれにふさわしい水準に基づいて生きてしかるべきであるという理由で――コロサイ人たちに要求しているのではありません。使徒は後に、「なぜなら、あなたたちは死んでおり、あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されているからです」と彼らに告げています。


  ローマ人への手紙の六章で、この思想がもっとよく展開されています。「キリストの中へとバプテスマされた私たちはみな」と使徒は言います。「彼の死の中へとバプテスマされました。ですから、私たちはバプテスマにより、彼と共に死の中へと葬られました。それは、キリストが御父の栄光により死者の中からよみがえらされたように、私たちも命の新しさの中を歩むためです」。次に、この決定的事実をさらに力強く強調するために彼は言います、「死者の中からよみがえらされたキリストはもはや死ぬことはなく、死はもはや彼を支配することはありません。なぜなら、彼が死なれたのは、罪に対して一度だけ死なれたのであり、彼が生きておられるのは、神に対して生きておられるからです」。ですから同じように、使徒は私たちに命じます、「自分はイエス・キリストにより罪に対して死んでおり、神に対して生きていると見なしなさい。そして、死者の中から生かされた者として、自分を神に明け渡し、自分の肢体を義の道具として神に明け渡しなさい」。


  さて、今日の教えの多くは、「十字架につけられるために、そして、新たにもっとよく死ぬために、自分を神に明け渡しなさい」と私たちに命じます。しかし、使徒はそんなことをここでは何も述べていません。それどころか、私たちは十字架を後にしたことを悟って、すでに死んで死者の中から復活した者として、自分を神に明け渡さなければなりません。そして、まさにこの理由により、自分を神にささげて、神の奉仕と栄光のために用いていただかなければなりません。


  あなたは見事な鳥が中空を滑空するのを見たことがないでしょうか？その鳥は素晴らしい翼を空に広げて、晴天を舞います。羽を羽ばたかせず、見たところ、筋肉も動いていません。鳥は中空を舞い、彼方の空に浮かび、地の遥か上空にいます。上昇する必要はありません。すでに上っており、かなりの高度にあります。小さなひばりの動きとは大違いです。ひばりは地面から飛びはね、その翼を努力して羽ばたかせ続け、同じ高さまで上って、朝の歌を歌います。それから、再び地面に戻って来ます。一方の姿勢は上ろうとする姿勢であり、他方の姿勢はすでに上っているという姿勢です。


  おそらく、あなたはこう言うでしょう、「自分が生きている証拠がこんなにたくさんあるのに、自分は死んでいると、どうして見なせるでしょう？私を低い水準に連れ戻すものがこんなにたくさんあるのに、自分は復活させられたと、どうして見なせるでしょう？」。あなたの間違いは、自分を引きずり戻すものを認めて、それにとどまっていることです。「古い命が依然として生きている」と見なしているから、古い命が現実のものになって、あなたはそれを征服できないのです。信仰によって見なすことに応じて、私たちは受けます。これが福音の体系全体の基盤的原則です。信仰という魔法の杖は、あなたの魂の墓場からよみがえる亡霊をすべて葬ります。あなたが疑問を持ち続けるかぎり、疑いの霊は墓から亡霊を生じさせてあなたを悩ませるでしょう。絶えず死に続けることができる唯一の道は、自分をキリストに明け渡して、「自分はキリストと共に死んだ」と見なすことです。


  驚くべきことに、心霊主義には死者の霊をよみがえらせて、肉と血の形で呼び戻す力があるように見えます。亡くなった父親が子供に現れることも珍しくありません。亡くなった父親が、昔の懐かしい口調で娘に語りかけ、父親しか知りえないことを告げます。そのため、騙されやすい心の持ち主は、「これはまさに父親と同一人物であり、埋葬された父親は本当に生きている」と信じずにはいられない気持ちになります。しかし、それは真実ではありません。嘘です。父親は墓に葬った時と同じように死んだままです。たとえ父親が生きているように思われても、その体はまだそこにあって地中で腐敗しており、その霊は永遠の世界にあります。これは何を意味するのでしょう？それは悪魔の嘘の一つなのです。サタンがこの父親の真似をしているのです。サタンには超自然的な力があり、死者の姿を空中に描き出し、その口から語ることができます。そのため、その死者たちは現実であるかのように思われます。これは今日の不思議の一つですが、現実でもあります。賢い人や熟知している人なら、だれもこれに異議を唱えようとはしないでしょう。しかし、その解き明かしはこうです――それはサタンがあなたを欺くために、あなたの感覚の前に造り出したものなのです。その解決法は何でしょう？その人を認めることを拒みなさい。その人は死んでいると見なしなさい。その顔に向かって、「お前は私の父親ではなく、悪魔の眷属の一匹だ」と言ってやりなさい。そうするなら、それはすぐに消え去るでしょう。サタンにとって耐えられないことが一つあります。それは無視・軽視されることです。サタンは注意を浴びることで生きており、無視されると死にます。ですから、心霊主義のこの顕現を認めることを拒否するなら、それは消え失せて、その運動を継続させる力がなくなることがわかるでしょう。それはあなたが自分の意志で同意することに全くかかっているのです。


  さて、これは福音の原則の良い絵図です。あなたはキリストに自分を明け渡してキリストと共に十字架につけられ、自分の古い命をすべて去らせ、今後、天から生まれてただキリストのみによって活かされている者として生きます。すると突然、あなたの昔の悪い特徴が再び現れ、昔の考えや悪い性向が自己を主張して、「自分たちは死んでいないぞ」と大声で騒ぎ立てます。さて、もしあなたがこれらを認め、恐れ、屈服するなら、あなたは必ずこれらのものに命を与えてしまいます。そして、これらのものがあなたを支配して、あなたを昔の状態に引きずり戻してしまいます。しかし、それらのものを認めることを拒んで、「これらはサタンの嘘です。私は確かに罪に対して死んでいます。これらは私のものではなく、悪魔の産物です。ですから、私はこれらを拒否して、ものともしません」と言うなら、神はあなたをこれらのものから引き離して、それらを全く死なせてくださいます。それらはあなたの一部ではなく誘惑にすぎないことを、あなたは見いだすでしょう。サタンはこの誘惑をあなた目がけて放ち、あなたにまとわりつかせて、それがあなたの一部であるかのように思わせようとしたのです。


  これが誘惑や罪のあらゆる働きに対する真の解決法です。恐るべきことに、人が自分のことを悪人と見なす時、その人は悪人になってしまいます。純粋な少女に「自分は堕落していて、もはや善人ではない」と信じ込ませるなら、その少女は純粋であろうとする意欲を失います。無謀にも罪の深みに落ち込んでしまいます。神の子供に、自分が受け入れられていることを疑わせて、渋面の御父の御顔を見るようにさせさえするなら、その神の子供は聖なる者になろうとする意欲を失い、不従順、落胆、罪に陥ってしまいます。


  才能のある人が二重人格者について描写して書いた不思議な物語があります。その二重人格者は、「自分は高潔な人間である」と信じている間は、高潔で真実な者となり、そのような者として生きます。しかし、それとは反対の考えに取り憑かれて、「自分は堕落している」と感じ始めると、そのように堕落してしまいます。「人は心に思うとおりの者になる」。認めたことが現実に反映されます。ですから、神はこの信仰の原則を、個人の義しさと聖潔の原動力とされました。この信仰の原則はとらえにくいですが崇高な力であり、人々を自分自身から神の命そのものの中に導くことができます。


  愛する人よ、よみがえりについて主から教えてもらう以上に、私たちはすでによみがえらされていることを思い出そうではありませんか。私たちはキリストと共に死者の中からよみがえらされており、自分の無価値さやそれ以上に悪い状態という墓から復活させられています。そして、キリストと共に天上に座しています。御父は私たちのことを理解しておられ、私たちが自分のことを「キリストと同じような」者であると見なすことを許しておられます。


  私たちの姿勢が私たちの目標に影響を及ぼします。人々は自分の立場に基づいて生きます。高貴な生まれの貴族の子供の振る舞いには気品が漂っており、その表情は「自分は高貴な家系の者である」という自覚を帯びています。それと同じように、高い身分を持っていて、自分の高い天的な地位を自覚している人たちは、王国の子供として歩みます。この章の残りの部分は、このきわめて実際的な思想の効用にあてることにします。なぜなら、私たちはキリストと共によみがえらされたからです。ですから、それにふさわしく生きようではありませんか。


  嘘をついてはならない理由は、私たちは古い人を脱ぎ捨てて新しい人を着たことです。私たちは貧乏人ではなくなって、皇子になりました。ですから、乞食のボロを脱ぎ捨てて、皇子の肩章を付けるべきです。私たちは新しい人を着ました。ですから、優しさ、へりくだった心、柔和さ、忍耐、とりわけ愛を着ようではありませんか。愛は衣全体を束ねる完全な帯です。私たちの最善の衣はキリストご自身であり、私たちはキリストを着なければなりません。この復活の命は大いに実際的です。使徒はこの復活の命を、ごく身近な関係に、家庭内に、主人と奴隷の関係に、生活上の世俗的義務全般に及ぼします。復活の命は私たちの振る舞いや目標全体に影響を及ぼして、どこであろうと召された所を歩くよう私たちを導きます。


  これにより、「私たちはキリストと共によみがえらされた」というこの輝かしい事実には実際的力があることがわかります。まず第一に、この事実には私たちの希望と救いの保証を確かなものにする力があります。なぜなら、イエスの復活は仕上げの働きであり、贖いの代価が支払われて贖いの御業が完成されたことを人々や御使いたちに保証するものだからです。イエスが勝利のうちに墓から出てこられた時、彼がそこに行かれた目的は成就されたこと、彼が手がけた働きは十分に成し遂げられたこと、御父は彼が成就した贖いに満足されたことが、全世界に対して明らかにされました。ですから、永遠の土台である彼の復活に基づいて、信仰により安息することができますし、「罪に定める者は誰ですか。死んで復活したキリストが擁護してくださるのです」と言うことができます。


  また、キリストの復活は私たちを聖化する力です。そのおかげで、「自分自身の命、自分の古い自己は消滅した」と私たちは見なすことができます。ですから神の目に、私たちはもはや昔の自分ではありませんし、自分自身のものでもありません。私たちは自信をもって自分自身を否むことができますし、昔の悪い性質に従ったり、それを恐れたりするのを拒むことができます。まさに、よみがえったキリストご自身が来て、私たちの内に住んでくださり、私たちの内でこの新しい命の力と輝かしい従順になってくださるのです。復活の事実だけでなく、よみがえった方との交わりが、私たちに勝利と力をもたらします。「私はキリストと共に十字架につけられました。それにもかかわらず私が生きているのは、私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです」という崇高な逆説の意味を私たちは学びました。信じる従順な人の内におられるキリストの内住の命、復活した方。ただこれだけが永続するまことの聖潔です。


  また、復活には私たちを癒す力があります。復活節の朝に墓から出て来た方は、体を持つキリストでした。キリストのこの体は、私たちの体のかしらであり、私たちの霊の命だけでなく私たちの体の力の土台でもあります。キリストを受け入れて彼に信頼するなら、キリストは私たちの霊を世話してくださるように私たちの体も世話してくださいます。そして、私たちは自分の死すべき体の内に新しい超自然的な力を見いだすようになるだけでなく、自分の肉体の中に将来の復活の鼓動を見いだすようになります。


  キリストの復活には、私たちの信仰を力づける大能の力があります。また、祈りに対する答えを神に求めるように、神に難しいことを求めるように、私たちを励まします。墓は開かれ、墓石は転げ去ったのですから、一体何が難しかったり、不可能だったりするでしょう？「信じる私たちに対して、その大能の力にしたがって働く、御力の卓越した偉大さ。神はこの力をキリストの内に働かせて、彼を死者の中からよみがえらせ、ご自分に右に据えられました」。神はこの「御力の卓越した偉大さ」を私たちに教えようとしておられます。これほどのことを神は、クリスチャンの経綸時代、イエスの御名によって、行うことができますし、喜んで行おうとしておられます。キリストの復活は、私たちの求めに対する保証であり、この復活の力を十分に信じるなら、かつて私たちがなしたことを遥かに超えるものを受けるでしょう。


  主イエス・キリストの復活は真の奉仕の力です。キリストの復活の証しを、聖霊は人々を救いに至らせる神の力として、常に格別に用いられます。これが初期の使徒たちの務めの主要な題目でした。使徒たちはイエスと復活を常に宣べ伝えました。これはクリスチャン生活やクリスチャンの働きに格別な明るさと魅力を与えます。多くのクリスチャンは、自分の葬儀に向かうところであるかのように陰気に見えます。そう遠くない昔、私たちは一人の小さな少女の話を聞きました。その少女は道で陰気に見える人々と出会い、「お母さん、あの人たちはクリスチャンじゃないかしら？」と言いました。母親が、「どうしてそう思うの？」と尋ねると、少女は言いました、「だって不幸そうに見えるんだもん」。


  これは修道院や十字架に由来するようなキリスト教です。これは復活節のようなものではなく、確かに、より高い類のものでもありません。イエスの宗教は、春の花、さえずる小鳥たちの歌、よみがえる自然のみなぎる鼓動のように明るくなければなりません。私たちの主は、この明るい朝、女たちと出会い、「平安あれ」という励ましのメッセージを与えられました。これと同じように、年の初めに、新しいクリスチャン生活の朝に、主は私たち一人一人と会ってくださいます。そして、私たちの力である私たちの主の喜びと共に前進するよう、私たちに命じられます。


  この喜びは復活から発しなければなりません。そして、墓の向こうの昇天した主と共に天上にある命によって、維持されなければなりません。これこそ、哀れな罪深い世が今日必要としているメッセージです。その標語は、裁きの間の「エッケ・ホモ（見よ、この人を）」ではなく、復活節の朝の喜ばしい「平安あれ！」でなければなりません。クリスチャンの働きの中に、この内住のキリストと復活の命が増し加われば増し加わるほど、この世を引き寄せ、聖化し、救う生ける力は、ますます増し加わります。


  また、キリストの復活は、人生の最も困難な局面に直面して、そのきわめて辛い試みに耐えることを可能にします。ですから、ピリピ人への手紙を読むと、キリストの復活の力は私たちをキリストの苦難の交わりの中に導くこと、そして、私たちを彼の死に同形化することが記されています。私たちが復活の命の中に入るのは、私たちが十分に強められて、キリストと共に、またキリストのために苦しむためです。


  さて、ここで誤解しないようにしましょう。これは、私たちは病や自分の霊的生活の苦闘を通して自分のために苦しまなければならない、ということではありません。このような苦難は初期の経験に属すべきものです。私たちの主には聖潔に関する問題はありませんでしたし、一生戦うべき肉体の病もありませんでした。ですから、このようなものを担うことは、キリストの苦難を担うことではありません。そうです、キリストの苦難は他の人々のためであり、キリストの復活の力は、苦しんでいる教会や死にかけている世のための彼の気高い聖なる悲しみにあずかるようにさせます。事実、私たちの立場が困難なものになればなるほど、また、私たちの労苦と苦難の領域が低くなればなるほど、それに処するための彼の恵みと栄光の増し加わりを私たちはますます必要とするようになります。私たちは高みから、どん底に達しなければなりません。ですから、私たちを天上に引き上げるこれらの手紙は、どの手紙も、私たちをごく普通の義務に、ごく普通の関係やきわめて辛い試練の中に連れ戻すのです。エペソ人とコロサイ人へのこれらの手紙は、きわめて高度な信仰と力について述べていますが、他のどの手紙にもまして、ありふれた誘惑、夫と妻の義務、信実さ、節度、正直さ、正しさの必要性、そして、人間生活に関するきわめて無粋で実際的な諸々の経験についても述べています。


  イザヤ書の中にとても素晴らしい節があります。その節は前に引用しましたが、ピリピ人への手紙のこの思想と似ているように思われます。この節は、鷲の翼でのぼる人々について私たちに告げます。しかし、その直後、この同じ人々が生活の普段の歩みに降りて来て、「走ってもたゆまず、歩いても疲れない」のを私たちは見ます。まるで、のぼるのはまさに走ったり歩いたりするためであるかのようです。また、恵みと栄光のいっそう高い経験は、まさに労苦と試みの低い水準を歩めるようにするためであるかのようです。これは、使徒が艱難を喜ぶことについて述べているのと一致します。「栄光」は魂の最も気高い姿勢を表し、「艱難」は最も深い苦しみを表しています。ですから、この御言葉が私たちに教えてくれるのは、私たちがどん底の最も低い場所に至る時、私たちは最も気高く最も天的な精神でそれに応じなければならない、ということです。これは変貌の山を降りて、下界の平野で悪鬼に憑かれた人に直面し、苦しむ世からサタンの力を追い出すことです。そうです、これがキリストの苦難です。キリストの復活の力の目的は、キリストの輝かしい生涯のあらゆる高嶺に上るよう私たちを整え、力づけ、助けることです。それは、私たちが出て行って、それを祝福のうちに他の人々の生活の上に反射するためであり、神との心地よい交わりの中で持つよりも甘い喜びを聖なる愛の奉仕の中に見いだすためです。


  



  「彼のように」（詩）


  ああ！なんと素晴らしい立場を、
 　イエスは与えてくださったのか！
 輝かしい恵みにより救われて、
 　私は彼のようにすらなる。
 私の主と共に現れる時、
 　彼のようになることを私は知っている。
 しかし、地上で彼と共に歩む間も、
 　私は彼のようになることができる。

 木の上で死なれた方と一つ、
 　死者の中からよみがえらされた方と一つ。
 私は呪いから解放された、
 　私の輝かしいかしらのように。
 御座についておられる方と、その傍らで一つ、
 　その神聖な子たる身分において一つ。
 花婿と花嫁のように一つ、
 　枝とぶどうの木のように一つ。

 彼のいさおしにより、この一つの立場に立ち、
 　祈るとき、御名の中で一つ。
 彼の持つすべての所有を、
 　確信をもって私は求めることができる。
 彼の信仰と愛の中で一つ、
 　彼の命の中で私は一つになる。
 天の鳩の証印を受けて、
 　私は彼のように聖くなることができる。

 携挙の時に一つになる、
 　彼が御民のために来臨される時に。
 彼の輝かしい力によってよみがえらされ、
 　私は彼の御座に座す。
 彼の所有はすべて私のもの、
 　私は完全に彼のようになる。
 彼の神聖な栄光を着せられて、
 　私は彼のようにすらなる。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第八章 キリストとの合一


  
    なぜなら、聖別する方と聖別される者たちは、みなひとりの方から出ているからです。それゆえ、彼は彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされません。（ヘブル人への手紙二章十一節）
  


  この節は、私たちがキリストと一つであることの麗しい絵図です。私たちは性質において彼と一つです。


  性質において彼と一つである


  子供たちが肉と血にあずかる者なので、彼も同じようにこれにあずかる者となられました。「なぜなら本当に、彼は天使の性質を身にまとったのではなく、アブラハムの子孫を身にまとわれたからである」。この「同じように」という言葉はなんと尊いのでしょう！彼には私たちと全く同じ人性があり、実際に同情心をもって、私たちの衝動、感情、希望、恐れを理解することができます。私たちの主の完全な人性は、どれほど深く理解したとしても理解しきれません。彼には人の体があるだけでなく、理性を持つ魂や精神のあらゆる属性、そして、私たちが持つあらゆる感受性もあります。それだけでなく、彼はこの完全な人性を依然として保有しておられます。彼はこの人間性を神の右にもたらされたのです。


  
    「人の名を持つ彼は、


    　我々の成り立ちのもろさを知っておられる。」
  


  彼の神性という卓越した栄光のゆえに、この輝かしい重要な真理を霞ませてはなりません。神の御子である方は、同じように人の子でもあります。しかし次に、彼は子たる身分において一つです。


  子たる身分における一つ


  「それゆえ、彼は彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされません」。「見よ、わたしと、神がわたしに賜った子供たちを」。彼は下って来て私たちの人性を身にまとわれただけでなく、私たちを彼の神性の中にもたらしてくださいました。なぜなら私たちは、実際に、彼を通して、「神聖な性質にあずかる者たち」だからです。彼ご自身の存在そのものが私たちの中に分与されます。そして、御父に対する彼の実際の関係に、私たちはあずかります。「行って、わたしの兄弟たちに告げなさい」と彼はマリヤに言われました。「わたしは、わたしの父またあなたたちの父、わたしの神またあなたたちの神のもとに行きます」。これは養子にされることではありません。出自不明な可哀想な子供が貴族の家庭に迎え入れられて、法的な息子・世継ぎになるのとは違います。そうではなく、その子供が再び生まれて、その貴族の家庭の血族になるようなものです。私たちは実際に神と同じ性質にあずかる者にされました。ですから使徒ヨハネは、私たちの子たる身分の深遠な現実を、素晴らしい言葉で見事に言い表しました、「見よ、私たちが神の子供たちと称されるために、なんという愛を御父は私たちに授けてくださったことか」。それから彼は、「私たちは神の子たちなのです」と付け加えます。神の子と呼ばれて法的にそう宣言されるだけでなく、神の命と性質を受けたがゆえに、実際に神の子なのであり、私たちの主のまさに兄弟たちなのです。彼の人性において彼の兄弟たちであるだけでなく、それ以上に、彼の神聖な関係においても兄弟たちなのです。彼はこの権利にあずかる資格を私たちに与え、私たちをそれに相応しい者にしてくださいます。彼は私たちを、そのための教育を受けていない不相応な立場につかせるのではありません。私たちの輝かしい立場にふさわしい性質を私たちに与えてくださるのです。そして、私たちが完成されて輝かしい地位につき、彼ご自身の似姿を反射して、御父の栄光の中で輝く時、彼が私たちをご覧になって恥ずかしく思う理由は全くありません。


  今この時も、彼は全天全地の前で私たちのことを認めてくださり、私たちを兄弟と呼んでくださいます。ああ、これは最も低い神の聖徒にすら、なんと威厳を与えることか！彼は「私たちを兄弟と呼ぶことを恥とされない！」のですから、私たちはこの世の誤解を少しも気にする必要はありません。イギリスのある将校の話です。その将校は、目立たない地位から高い地位に昇進したせいで、仲間の将校たちから無視され、嘲られていました。彼らはその人の卑しい出生を忘れようとせず、冷たく無視して通り過ぎていました。それを聞いた彼の上官は、ある日、兵営の中に入り、その人の宿営に向かって行って、そこに腰を下ろし、しばらくの間、彼と話をしました。それから、上官はその人の腕をつかみ、将校たちの宿営の前を半時間ほど腕を組んで歩きました。上官が通り過ぎる時、将校たちは深い尊敬を込めて敬礼しましたが、この敬礼に上官の連れもあずかりました。それから、上官はその地を去り、将校たちは驚きかしこんでそのあとを見送りました。その日を境に、この新しい将校は常に敬われるようになったのです。その上官は自分の部下を恥としなかったのです。


  このように、私たちの祝された兄弟は、私たちの親類であることを、天地の前で宣言してくださいます。このように、彼は私たちの祈りを御座の前にささげ、御父の御顔の前で私たちの名を認めてくださいます。そして、死すべき人の名を、この宇宙の最高法廷で誉れあるものにしてくださるのです。


  霊的経験における一つ


  しかしまた、彼は霊的経験において私たちと一つです。私たちが受けるのと同じ恵みを、彼もまた受けなければなりませんでした。私たちが行使すべき同じ信仰を、彼は行使されました。この節で、私たちが神に信頼するのとまさに同じように彼も神に信頼したこと、そして、私たちが祝福を受けるとき教会のただ中で神を賛美するのとまさに同じように彼も神を賛美したことについて、彼は述べておられます。この偉大な先駆者は私たちの行程とクリスチャン生活を経過されました。羊が従って行く所がどこだろうと、彼は以前すでに行っておられるのです。


  これはとても素晴らしいことであり、理解するのがやや困難です。私たちはキリストのことを、全く異質で崇高な命をもって天から私たちの所に下って来られる方と思いがちです。そのため、私たちはキリストの教えの完全な意義をよく考えないで受け入れてしまいます。キリストは私たちと同じように、信仰と従順の生活の訓練をすべて通るよう導かれました。キリストは、「わたしは自分からは何も行うことができません。わたしは聞くとおりに話します。わたしが来たのは自分自身の意志を行うためではなく、わたしを遣わされた方の御旨を行うためです」と心から言うことができました。「子は自分からは何もすることができません」、「父がわたしを遣わされ、わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者はわたしによって生きます」。彼は祈りの助け、神との交わり、聖霊の絶え間ない供給に、私たちと同じように頼られました。彼は私たちが霊的生活で経験する戦いをすべて、実際に親しく理解してくださいます。


  ですから、こう告げる預言的描写の中に、私たちは彼を見いだします。「わたしを義としてくださる方が、わたしのそばにおられる。わたしと争う者は誰か？それゆえ、わたしは自分の顔を火打ち石のようにした。わたしは辱められることがないことを、わたしは知っている」。これは信仰の言葉であり、私たちが勝利するのと同じように、試みの時に勝利する信仰でした。彼は私たちと同じ経験をしただけでなく、私たちをご自身の経験の中にもたらしてくださいます。真の聖化の性質とは実際のところ、キリストの聖さを私たちに分与することです。これが、「聖別する方と聖別される者たちは、みなひとりの方から出ているからです」という節の意味です。彼は私たちにご自身の聖さを与えて、聖潔の霊の中で私たちをご自身と一つにされます。「彼らのためにわたしは自分自身を聖別します。それは、彼らもまた実際に聖別されるためです」と彼が言われた時、彼が言わんとされたのはまさにこのことです。彼はご自身を私たちにささげてくださいました。それは、私たちの内に生きて、彼ご自身の純粋で完全な命を私たちの経験の中に複製するためでした。聖潔はこのように聖なるキリストの内住であり、人の霊のイエスの霊との合一です。


  しかしまた、彼は試みにおいて私たちと一つです。


  試みにおいて私たちと一つである


  「万物はこの方のために存在し、この方によって存在しています。多くの子たちを栄光に導くために、彼らの救いの将を苦難を通して完成することは、この方にふさわしいことでした」。「ですから、彼には罪がありませんでしたが、あらゆる点で私たちと同じように試みをお受けになりました」。ですから、人のあらゆる苦難を彼は通られました。そして今、彼は自分の経験に照らして、試みを受けている者たちを同情して助けることができます。そして、彼らは試みの中にあっても決して一人ではないこと、彼の同情心により理解されていること、彼のあわれみと愛によって支えられていることを、彼は彼らに悟らせてくださいます。それだけでなく、彼はこの同情する力を依然として保持しておられ、私たちが感じるあらゆる痛みの疼きを感じておられます。なぜなら、彼は「私たちの弱さを感じ取って同情する」ことができるからです。「同情する」という言葉には大きな意味があります。それは、私たちの問題は彼の問題であること、私たちが苦しむとき彼も苦しまれることを意味します。これは感傷的な同情ではなく、苦しむ同情です。


  これは、心が疲れている人にとって、大いに助けになります。これは彼の祭司職の基礎です。それが私たちにとって絶え間ない慰めの源となるよう、神は意図されました。私たちは私たちの偉大な大祭司と一つであることを、もっとよく理解しようではありませんか。そして、苦しむ愛という彼の偉大な御心に、私たちの重荷をすべて委ねようではありませんか。苦しんでいる自分の子供の痛みを痛切に感じたことがあるなら、私たちの悲しみがどれほど彼の御心に触れて、その高く上げられた体を震わせるのか、ある程度わかるでしょう。母親が自分の赤ん坊の痛みを感じるように、友人の心が友の苦悩の叫びに共鳴するように、天においても、私たちの高く上げられた救い主は、その幸いな世界の歓喜のただ中にあっても、その霊の中では苦しんでおられ、その体はすべての子供たちと共に耐え忍んでおられるのです。「ですから、私たちはこのように偉大な大祭司を持っているのですから、恵みの御座に大胆に進み出ようではありませんか」。そして、忍耐と勝利をもって、このくびきを担おうではありませんか。彼はこのくびきの重い方の端を担ってくださいます。しかし、彼はまた死において私たちと一つです。


  死において私たちと一つである


  彼は私たちの分である試みをすべて受けただけでなく、死すべき私たちの運命からのがれることもされませんでした。なぜなら、御言葉を読むとわかるように、彼が万人のために神の恵みにより死を味わうべきこと、死を通して死の力を持つ者を征服すべきこと、死の恐怖によって一生縛られている人々を解放すべきことを、神は定められたからです。私たちの最後の獄屋である暗闇の門にまで、彼は入られました。「彼は万人のために死を味わわなければなりませんでした」という表現はとても示唆に富んでいます。これは、彼はご自分に結合されるすべての者のために苦い杯をすべて飲み干されたこと、そして死を味わわれたことを示唆するように思われます。今や、その杯に毒はなく、その刺に毒性はありません。彼はそれを味わわれました。しかし、私たちが彼にあるなら、私たち各人にとって死の苦さは過去のものです。「わたしの言葉を守る者は、決して死を見ることはありません」。その人が見るのは、私たちの祝された主と開かれた天の門だけです。その杯の中にあった死をキリストはすべて飲み干されました。今や私たちは喜びの叫びを上げて言います、「神に感謝します。神は私たちの主イエス・キリストにより、私たちに勝利を与えてくださいます」。


  
    「死と呪いがその杯の中にありました。


    　ああ、キリストよ、あなたに対してこの杯は満ちていました。


    　しかし、あなたはその最後の黒ずんだ一滴までも飲み干されました。


    　この空の杯が今や私のものです。


    　私のために、主イエスよ、あなたは死んでくださいました。


    　そして、私はあなたにあって死にました。


    　あなたはよみがえり、私の縄目はすべて解かれました。


    　そして今、あなたは私の内に生きておられます。」
  


  最後に、彼は栄光の未来において私たちと一つです。


  栄光の未来において私たちと一つである


  この節は詩篇第八篇からの引用であり、この詩篇は人の将来の威厳と運命について描写しています。詩篇作者は人の輝かしい威厳についてこう述べています、「あなたは万物を彼の足の下に従わせられました」。使徒は、「もしこれが文字どおり本当のことなら、従わないものが何もないほどの威厳が人にあることを意味します」と論じます。しかし、実際の観察の結果、「万物がこのように人の下にあるのを、私たちは見ていません」と使徒は述べます。では、この御言葉は人にどうあてはまるのでしょう？これを説明する輝かしい解き明かしは、この御言葉は人の子、人類の偉大なかしらにあてはまる、というものです。「私たちはまだ万物が人の下にあるのを見ていません。ただ、栄光と誉れを冠せられたイエスを見ています」。彼は人類の誉れを担って、人類のために主権の冠を勝ち取り、次にそれをすべて私たちと分かち合ってくださいます。なぜなら、彼が勝ち取られたものはみな、それを彼は人として、贖われた人類のために勝ち取られたからです。そして、彼は私たちをご自分と共によみがえらせて、天上に座らせてくださいました。それは来たるべき代々の時代に、彼の恵みの卓越した富を、私たちに対する慈愛の中で、キリスト・イエスによって示すためでした。彼がかぶっておられるすべての冠を、彼は私たちと分かち合ってくださいます。「勝利を得る者はその御座に座す。それは、わたしが勝利して父と共に御座についたのと同じである」。これは、神のすべての子供の高貴な輝かしい希望です。これが、私たちが神の御子に結合されている意味です。使徒がこう述べるのももっともです、「神の子らである私たちがどうなるのか、まだ明らかにされていません。しかし、彼が現れる時、私たちは彼のようになることを、私たちは知っています。なぜなら、私たちは彼のありのままの姿を見るからです」。このような希望は神の子供たちを鼓舞して、筆舌に尽くしがたいほど励まします。


  その実際的適用について、いくつか考えることにしましょう。第一に、私たちの信仰の秘訣を学びましょう。この信仰はキリストの信仰であり、私たちの心の中に芽生えて、試みの中でも信頼する信仰です。ですから、私たちも歌います。「いま私が生きているこのいのちを、私は神の御子の信仰によって生きます。御子は私を愛して、私のためにご自身を与えてくださいました」。このように「私たちの信仰の創始者であり完成者である」イエスを見上げる時、神の諸々の約束に自力で到達しようともがくのではなく、それらの上に幸いな安息のうちに横たわり、それらによって信仰をもって支えられるようになります。この信仰は、その基礎である約束が私たち自身のものではないように、もはや私たち自身のものではありません。新たな必要が生じるたびに、私たちは信頼と勝利のための恵みを求めて、新たに彼に拠り頼みます。


  さらに、私たちはここに真の祈りの霊を見ます。それは私たちの内におられるキリストの霊です。「教会のただ中で、わたしはあなたに賛美を歌います」。キリストはなおも、信頼している人の心の中で、この賛美を歌っておられます。そして、私たちの祈りを勝利の歌へと高めてくださいます。これが真の祈りの霊です。パウロとシラスがピリピの牢獄で祈りを賛美に、夜を昼に、悲しみの夜を喜びの朝に転じたように、信仰の霊である方が私たちの内におられる時、この方は賛美の霊にもなってくださいます。


  しかしまた、これは試みの時に私たちを慰めてくれます。私たちの兄弟は、私たちが担うものをすべて担ってくださっています。そして、彼はそれにもちこたえられるのですから、私たちも必ずもちこたえられます。彼の御父は、愛する御子が不要な痛みを受けることを許されません。ですから、私たちが担うよう召されることには必ず、その「必要性」があることは確かです。くびきのもう一方の端をキリストが担ってくださっているのですから、その重荷は正当なものであること、そしてその重荷に押しつぶされてはならないことがわかります。ですから、私たちはキリストの苦しみにあずかる者たちであることを喜びましょう。それは、「彼の栄光が現される時、私たちもまた大いに喜ぶためです」。


  最後に、勝利が不完全にしか経験・実現されないときでも、これから慰めを受けましょう。「万物が彼の下にあるのを、私たちはまだ見ていません」。これは私たち全員になんとあてはまることでしょう！私たちよりも強いように思われるものがなんとたくさんあることか。しかし、御名はほむべきかな！それらのものはみな彼に服従しています。そして、万物の上に君臨しておられるイエスを私たちは見ています。イエスは私たちのかしら、私たちの代表、私たちのもうひとりの自分であり、イエスがおられるところに私たちも必ず到達します。ですから、神が約束してくださっているものや、私たちが経験することを求めているものが、何一つ見えなくても、上を見上げて、それが彼にあって実現されているのを見ようではありませんか。そして、それを自分自身のために彼の中に求めようではありませんか。私たちの側は半円にすぎず、天の側はすでに完全です。私たちが見ている虹には上半分がありませんが、いつの日か、御座を完全に取り巻く虹となり、今は成就されていない私たちのいのちのもう片側の半球を補ってくれるでしょう。ですから信仰によって、私たちのすべての嗣業の中に入ろうではありませんか。私たちの目を上げて北と南、東と西を見て、「あなたが見ている土地をわたしはすべて彼らに与える」と彼が仰せられるのを聞こうではありませんか。この円は完全であり、嗣業は無限であり、万物は彼の足の下に置かれているのを思い出そうではありませんか。私たちは「これは真実である」と余さず認めているでしょうか？それとも、それを認めずに、その豊かさを失っているのでしょうか？今後、「万物の主である方に栄冠を帰し」、すべてを彼の足の下に置きましょう。そして彼と歩調を合わせて、これまで長く恐れてきた困難や逆境を足の下にしましょう。今から後、彼の昇天の戦車に乗って進み行き、昇りつつ「神に感謝します。神は私たちの主イエス・キリストにより、私たちを常に勝利のうちに導いてくださいます」と歌いましょう。


  



  注記


  



  本書は一九二五年に Christian Publications, Inc. から出版された "The Christ Life" の翻訳です。本文中の聖書の御言葉は、原文に記されている御言葉から翻訳したものです。なお、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないでください。
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